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ジンポー語の格標示

倉部慶太

1は じめ に

ジンポー語(Jingpho/Jinghpaw)は ビルマ北部域 に位置す るカチン州およびシャン州

北部を中心に、東は中国西南部雲南省徳宏タイ族景頗族 自治州、西は東北イン ドのア ッ

サ ム州お よびアルナーチ ャル ・プラデーシュ州にかけて国境 を越 えて分布す るシナ ・

チベ ッ ト語族、チベ ッ ト・ビルマ語派に属する言語である。

本稿 の 目的はジンポー語 の格の総合的な記述 ・考察を行 うことである。まず、2節

でジンポー語 の概要 を述べた後、3節 で格を定義 し、ジンポー語 の格標示形式の 目録お

よび概要 を提示する。4節 ではS/A/Pを 標示す る形式 を記述 し、特に対格標識の生起

条件 に関 して考察を行 う。5節 では位置 ・起点 ・着点 ・経路な どの場所的な意味役割を

標示する格を対象に記述 を行 う。6節 では以上の節 で取 り扱わなかった属格 ・共格 を

記述 し、また、格の役割 を果たす名詞に関 して考察する。

本稿で行 う格記述 の枠組みは澤 田編(2010)を 参考に してい る。澤田編(2010)は チ

ベ ッ ト・ビルマ語派に属す る14言 語の格をそれぞれ記述 ・考察 した論文 を収 めた論文

集である。 この論文集 は形式の観 点よ りも機能の観 点に重点を置いて節 が構成 されて

お り、言語 間での対照が しやす くなっている。本稿 もこの記述の枠組みを採用 し、ジ

ンポー語 とほかのチベ ッ ト・ビルマ語派諸語 の対照研究にも有用であるよ う心掛けた。

ジンポー語の格 を包括的に扱 った文献はまだないが、格への言及のある先行研究は

少 なくない。Hanson(1896)お よびHertz(1911)は ビルマのジンポー語の概略 を示 し

た文献である。 これ らの文献にも格 に関す る記述が見 られるが、言語学的立場か ら記

述 されてい るわけではなく、厳密性に欠ける部分 もある。また、分量も多 くはなく、格

に関す る記述はHanson(1896)で は4頁 、Hertz(1911)で は1頁 に留まっている。

言語学的立場か ら記述 され たジ ンポー語 の参照文法に、中国科学院少数民族語言研

究所主編(1959)、 劉編(1984)、 戴 ・徐(1992)が ある。 これ らの文献はいずれ も中国雲

南省徳宏 タイ族景頗族 自治州盈江県銅壁 関公社を中心に分布す るジンポー語方言(恩

昆方言)を 対象 としている。 この うち、戴 ・徐(1992)は 質 ・量 ともに最 も包括的な参照

文法 として知 られている。 この文献 も第11節 において格を取 り扱 うが、ここでこの文
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献 と本稿 との相違点を挙げてお く。第一 に取 り扱 う方言 の相違がある。戴 ・徐(1992)

が取 り扱 う方言は中国雲南省 に分布す る方言であるが、本稿で取 り扱 う方言は ビルマ

に分布す る方言であ り、これ ら方言 間には格標識 に関 して も相違が観 察 される。例 え

ば、中国のジンポー語では属格naは 従属部名詞が場所 ・時間の場合に用い られるとさ

れ るが、本稿で取 り扱 うビルマのジンポー語では属格naに このような制約は見 られな

い(6.2)。 第二の相違点は分析の違いである。例えば、本稿 では格の機能を果たす名詞

を格名詞 とい う範疇 を設定 し取 り扱 うが(6.5)、 戴 ・徐(1992)は このような とらえ方を

していない。戴 ・徐(1992)は 本稿 で格名詞 として扱 うmoj6「 ために」(原因)を 連詞

(接続詞)と して扱い、本稿で格名詞 として扱 うその他 の形式 に関 しては記述が見 られ

ない。また、戴 ・徐(1992)は 対格標識が用い られる場合 に関 して、目的語 が動作行為

を起 こす名詞であるときに付加 される、動物が 目的語 で主語 と曖昧であるときに付加

される、 目的語の構造が複雑 なとき往 々にして付加 される、 とい う3つ の説明を与え

てい るが、 これ らは体系的説明 とは言い難い。本稿 ではComrie(1981)の 有生性階層

を援用 し、よ り網羅的 ・体系的に対格標識 の生起条件を明 らかに している(4.2.3)。 加

えて、本稿では戴 ・徐(1992)に 示 されていない対格標識 の生起条件 も多 く取 り出して

い る。第三の相違点 としては詳細 さの違いがある。戴 ・徐(1992)は 格の記述にあま り

スペースを割 いてはお らず、格を扱った部分は11頁 に留ま り、その多 くは一文程度の

説明 とい くつかの例文を列挙す るに留まってい る。また、文法的な文 しか取 り扱って

お らず、類似す る格同士の関係 に対す る説 明も示 されないな ど、必ず しも詳細である

とはいえない。使用頻度が高く重要であるはずの位格k6?、 位格tha?、 向格dる?に 関

しては取 り立てて扱 ってお らず、ほとん ど何の説明も与えていない。

最後 に本稿において扱 う例文の出典 に関 して言及 してお く。特 に言及 のない限 り、

本稿 において提示す る例文 は母語話者 の 自然談話 な どか ら得 られ た実例で ある。た

だ し、個人の特定を避ける目的で人名 を人称代名詞に置 き換 えてある。例文の収集 は

筆者が編纂 したジンポー語の 口語 コーパス を使用 した。 このコーパ スは2009年 か ら

2012年 の間にジンポー語母語話者 か ら筆者 に送 られたメール、お よび、筆者 と母語

話者 との問でや り取 りされたチャッ トか ら筆者 の発話 を取 り除いた部分よ り構成 され

ている。母語話者の年齢層は10代 および20代 である。本稿ではこのコーパスをジン

ポー語準 口語コーパス と呼ぶ。 このコーパスの規模 を次表に示す。

表1コ ーパ ス の規模

メ ー ル チ ャ ッ ト 総語数

トー ク ン頻 度84,931語238,304語323,235語

タ イ プ 頻 度2,637語6,272語7,133語
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2ジ ンポー語の概要

2.1ジ ンポー人 とその言語

ジ ン ポ ー 人 は 、 ビル マ 北 部 、 中 国 西 南 部 、東 北 イ ン ド と国 境 を 越 え て 広 範 囲 に居 住 す

る 。 ジ ン ポ ー 人 は 同 じ民 族 意 識 を持 つ ロ ン ウ ォ ーLhaovo(マ ルMaru)、 ラ チ ッLacid

(ラ シLashi)、 ツ ァイ ワーZaiwa(ア ツ ィAtsi)な どの 民 族 と と も に 「カ チ ン(Kachin)」

と呼 ば れ る 文 化 的 集 団 を形 成 す る。 こ の うち 、 ロ ン ウ ォ ー 、ラ チ ッ、 ツ ァイ ワ ー な ど の

民 族 は ロ ロ ・ビル マ 語 支 ビル マ 語 群 に属 す る 言 語 を 話 し、言 語 的 に は ジ ンポ ー 語 よ りも

む し ろ ビル マ 語 と近 い 関 係 に あ る の だ が 、 カ チ ン 民 族 を 構 成 す る人 々 は 共 通 の 文 化 を

持 ち 、 ビル マ 人 と は 異 な る ひ とつ の 文 化 集 団 を 形 成 し て い る 。 カ チ ン 民 族 へ の 言 及 は

14、15世 紀 の 中 国 の 文 献 に ま で さ か の ぼ る が(Lehman1993:115)、 管 見 の 限 り、 西 洋

の 文 献 で 最 も 初 期 に 言 及 した 文 献 はBuchanan(1799:228)で あ り、 そ こ で`Ka-kiayn'

とい う名 称 で 紹 介 され て い る 民 族 が カ チ ン民 族 で あ る と考 え られ る。Buchanan(1799:

228)は`AwildpeopleontheffontiersofChina'と い う説 明 を 与 え て い る。

カ チ ン 民 族 の 中 で は ジ ン ポ ー 人 の 人 口 が 最 も多 く 、 ジ ン ポ ー 語 は カ チ ン 民 族 の 共 通

語(linguaffanca)と して も機 能 して い る。 そ の た め 通 常 、 「カ チ ン 語 」 とい う と ジ ン

ポ ー 語 を指 し 、 「カ チ ン 語 」 と 「ジ ン ポ ー 語 」 は 同 一 の 言 語 を指 す 同 義 語 と して しば し

ば 用 い られ て き た 。Bigandet(1858)、Cushing(1880)、Hanson(1896,1906)、Grierson

(1903)、Hertz(1911)、Shafbr(1955,1966)、 西 田(1960,1992)、Benedict(1972)、Egerod

(1974)、Nishida(1977)な ど の 文 献 は カ チ ン語(Kachin/Kakhyen/Kakying)の 名 称 で 言

及 して い る1。 しか し、 「カ チ ン 」 が ビル マ 語 群 の 言 語 を話 す 、 ジ ン ポ ー 人 以 外 の 民 族

を も含 む 文 化 集 団 を 指 し、 ま た 、 こ の名 称 は 自称(autonym)で は な く ビル マ 人 に よ る

他 称(exonym,ビ ル マ 語 で/kochiN/)で も あ る こ とか ら、Burling(1971,1983)、Matisoff

(1974,2003,2012)、Bradley(1997)、vanDriem(2001)、Thurgood(2003)の よ う に 、現

在 は ジ ン ポ ー 語(Jingpho/Jinghpaw)の 名 称 で 言 及 す る こ と が 一 般 的 に な りつ つ あ る 。

Bradley(1996)は ジ ン ポ ー 語 の 話 者 人 口 を650,000人 程 度 と推 測 し 、 ビル マ に

630,000人 、 中 国 に15,000人 、 イ ン ドに2,000人 の 話 者 が 居 住 す る と述 べ て い る。 上

述 の とお り、ジ ン ポ ー 語 は カ チ ン民 族 の 共 通 語 と して も機 能 し て お り、 ロ ン ウ ォ ー 、 ラ

チ ッ 、 ツ ァイ ワ ー な ど の ジ ン ポ ー 語 を 第 二 言 語 と して 用 い る 話 者 も含 め る な ら ば 、 ジ

lLehman(1993)は こ のKachin/Kakhyen/Kakyingな どの 名 称 が ジ ン ポ ー 語g6 -k砂eη(earth-

red)に 由 来 す る と し 、 次 の よ う な 説 明 を 加 え て い る(p.114):`Kachin'comesffomthe

Jinghpawword`GaKhyen',meaning`RedEarth',aregioninthevalleyofthetwobranches

oftheupperIrrawaddywiththegreatestconcentrationofpowerfUltraditionalchiefS.
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ンポー語を用いる話者 の人 口は100万 人弱程度になると推測 される。

ジンポー語にはい くつかの方言が認 められるが、その実態は未解明の部分 も多 く、

総合的な研 究は今後の研究に侯つ ところが多い。Kurabe(2012e)は 先行研究 ・言語事

実 ・母語話者か らの報告に基づき、現在 までに知 られている16種 のジンポー語方言の

概要 ・分布 図 ・系統図を提示 している。本稿で扱 う方言は、ビルマのカチン州の州都 で

あるミッチーナー市(Myitkyina)お よびカチン州第二の都市であるバモー市(Bhamo)

を中心に分布する方言である(ミ ッチーナー市、バモー市、お よびカチ ン州 のその他

の主要都市 に関 しては以下の図1を 参照 されたい)。 この方言はビルマで話 されるジン

ポー語 の中で最 も標準的な方言であ り、 ビルマ地域にお けるジンポー語 出版物 はこの

方言を用いて表記 されるのが基本である2。本稿ではこの方言をミッチーナー=バ モー

方言または標準ジンポー語 と呼ぶ。以下では断 りのない限 り、本稿でジンポー語 と言

う場合はこの方言を指す。

2.2系 統

ジ ン ポ ー 語 が シ ナ ・チ ベ ッ ト語 族 、チ ベ ッ ト ・ビル マ 語 派 に属 す る こ と に 関 して は 疑

い の 余 地 が な い が 、 こ の 語 派 内 部 に お け る ジ ン ポ ー 語 の位 置 づ け に 関 し て は これ ま で

様 々 な説 が提 案 され て き た 。Sha飴r(1955,1966)は ジ ン ポ ー 語(群)(Kat6inishSection)

を ビル マ 語 支(BurmicDivision)に 位 置 づ け た 。 同 様 に 、Egerod(1974)も ジ ン ポ ー 語

(群)(Kachinish)を ビル マ 語 支(Bu㎜icLanguages)に 分 類 した 。Matisoff(1974)は 声

調 対 応 に 基 づ き 、 ジ ン ポ ー 語 を ロ ロ ・ビル マ 語 支 と関 連 付 け よ う と試 み た 文 献 で あ る。

一 方
、Burling(1971,1983)は ジ ン ポ ー 語 が ロ ロ ・ビル マ 語 支 と は 全 く異 な る語 支 に

属 す る と指 摘 し、ジ ン ポ ー 語 と ロ ロ ・ビル マ 語 支 問 に 見 られ る 多 くの 語 彙 の 共 有 は ビル

マ 語 群 の 言 語 か ら の ジ ン ポ ー 語 へ の 語 彙 借 用 に よ る と い う考 え を示 した 。 そ して 、 ジ

ン ポ ー 語 が ポ ロ ・ガ ロ(ボ ド ・ガ ロ)諸 語 や コ ニ ャ ッ ク語 、ル イ 語 群 の 言 語 と 「太 陽 」 を

意 味 す る語 に*salと い う形 式 に 由 来 す る 革 新 形 を 共 有 す る こ と か ら、 これ らの 言 語 を

`Sal'languages(Bodo -Konyak-Jingpho)と 命 名 した(Burlingl983)3。Bradley(1997)、

vanDriem(2001)、Thurgood(2003)も 基 本 的 にBurlingの 考 え に 従 っ て い る。

2ジ ン ポー 語 の正 書 法 は1890年 に カチ ン州 に赴 任 した米 国 バ プテ ィス ト派 の 宣教 師Olaf

Hansonに よって1890年 代 前 半 に考案 され た(Criderl963:371,藪2001)。 この正 書 法 は

ロー マ字 によ る文字 体系 を持 ち 、文 は基本 的 に単 語 ご とに分 か ち書 き され る。 なお 、本 稿

にお ける表 記 は正書 法 で はな く、筆者 の分析 に よる音韻 表記 を用 い る。
3ジ ン ポー語 の対応 形 式 はjan「 太 陽」 で あ る

。Burling(1983)は これ らの言 語 に見 られ る

共通 の革 新 の例 と して 、他 に も*war「 火 」、*s-rau「 空」、*wa「 父 」、*nu「 母 」 な どの例

を掲 げ てい る(ジ ンポー 語 の対応 形式 は それ ぞれ 、wan「 火」、moraη 「雨 」、wa「 父 」、n血

「母 」 であ る)。
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図1カ チ ン州

Matisoff(2003)はJingpho-Nungish-Luishと い う語支 を立て、ヌン語群やルイ語群

の言語 とジ ンポー語の関連 を示 している。Matisoff(2012)は 藤原(2008)、Sangdong

(2012)な どの最新の言語資料を用いた言語事実に基づき、チベ ッ ト・ビルマ語派内に

おいて系統的にジンポー語 と最 も近い関係 にあ るのはルイ語群であ り、ジンポー語 と

ヌ ン語群の間に観察 され る語彙の類似性は借用によるものであると結論付 けている。

このよ うなジンポー語系統論 に見 られ る不確定性 の一因は、 この言語がチベ ッ ト・

ビルマ語派の様々な下位語支や下位語群に属す る言語 と語彙的 ・形態的な特徴 を共有
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す る点にある。ジンポー語の分布するビルマ北部域はチベ ッ ト・ビルマ語派諸語分布

の中心地帯(heartland)に 相当 し、上記のジンポー語の特徴 はこの言語の地理的分布 と

無関係ではないとされる。

西 田(1960)やBenedict(1972)、Nishida(1977)は この ようなジンポー語の特徴 を

考慮 し、上述 した文献 とは異 なる観 点か らジ ンポー語 を位 置付 けた。西 田(1960)、

Nishida(1977)は ジンポー語が他 のチベ ッ ト・ビルマ語派諸語の下位語群の特徴 を合

わせ持 ち、これ ら下位言語群 を結びつ ける性格を持つことを指摘 し、ジンポー語 をチ

ベ ッ ト・ビルマ語派諸語 を結びつ ける繋聯言語(linklanguage)の ひ とつ と位置付 けた。

Benedict(1972)も ジンポー語がチベ ッ ト・ビルマ語派の下位語群に属する言語 と語彙

的 ・形態的特徴を共有することを指摘 し、チベ ッ ト・ビルマ語派諸語の地理的中心およ

び言語多様性 の中心 にジンポー語 を位置付 けた図2の よ うな概略図を提示 している4。

図2Benedict(1972)に よ る 概 略 図

2.3類 型的特徴

ジ ン ポ ー 語 は 音 節 声 調 を 持 つ 声 調 言 語 で あ り、 高 平 調/ma/[55]、 中 平 調/ma/[33]、

低 下 降 調/ma/[31]、 高 下 降 調/ma/[51]の4種 類 の 声 調 が 弁 別 され る。 こ の う ち 高 下

4こ の 図で は ジ ンポ ー語 はカ チ ン語(Kachin)と い う名 称 で言 及 され てい る が
、2.1で 述 べ

た とお り、 これ らは同一 の言 語 を指 す。
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降 調 を 持 つ 語 は極 め て 少 数 で あ る が 、 こ の 事 実 は 高 下 降 調 が 二 次 的 に他 の 声 調 よ り発

生 し た こ と を示 唆 す る。 基 本 的 な 音 節 構 造 は(?)C(C)V(C)/Tで あ り、 介 子 音 に は/r,y/

が 、 末 子 音 に は/p,t,k,?,m,n,η,w,y/が 現 れ うる。 子 音 音 素 に は/p,t,c,k,?,ph,th,

kh,b,d,j,g,ts,g,s,z,m,n,η,1,r,w,y/が 、母 音 音 素 に は/i,e,a,o,u,o/が 認 め られ る。

形 態 論 は 分 析 的 ・膠 着 的 で あ り 、 動 詞 複 合(verbalcomplex)は 様 々 な 接 辞 や 助 動

詞 の 付 加 に よ っ て 拡 張 され る 。 従 属 部 標 示(dependentmarking)と 主 要 部 標 示(head

marking)の 両 方 を 併 せ 持 つ(doublemarking)言 語 で あ る。 従 属 部 標 示 の 例 と し て 、 文

法 関 係 は 主 に 名 詞 句 に後 接 され る格 標 示 形 式 に よ っ て 標 示 され 、 所 有 構 造 に お い て は

従 属 部 名 詞 が 属 格 に よ り標 示 され る 。 格 標 示 パ タ ン は 主 格 ・対 格 型(S/Avs.P)で あ

る 。 主 要 部 標 示 の 例 と して は 、 節 の 主 要 部 た る 述 語 動 詞 に 主 語 お よ び 目的 語 の 人 称 ・

数 と一 致 す る接 辞 が 付 加 され る こ と が あ る。 た だ し、 こ の 接 辞 は オ プ シ ョナ ル で あ り、

特 に 口語 で は こ の 種 の 接 辞 を 用 い る と不 自然 で す ら あ る 。

チ ベ ッ ト ・ビル マ 語 派 に 属 す る大 部 分 の 言 語 と 同様 、 ジ ン ポ ー 語 の 基 本 構 成 素 順 序

は 述 語 が 必 ず 節 末 に 現 れ る動 詞 末 尾 型(verb一 且nal)の 語 順 を 示 す 。 テ ン ス は 文 法 化 され

て お らず 、 ア ス ペ ク ト ・ム ー ド卓 立 型 の 言 語 で あ る(そ の 他 の類 型 的 ・地 域 的 特 徴 な ど

に 関 して は 、 倉 部2011,2012a,Kurabe2012b,2012c,2012dな ど を参 照)。

最 大 の 名 詞 句 の 構 造 は 以 下 の よ うに 図 式 化 す る こ と が で き る。 指 示 詞 は 主 要 部 名 詞

に 先 行 す る こ と も後 続 す る こ と も あ る 。

(1)R肌 一GEN-1)EM-HEAI)NOUN-1)EM-Pレ 【CLF-NUM1-NOMINALPARTICLE

本稿では、ジンポー語の語類 として、名詞 ・動詞 ・副詞 ・助詞 の4類 を立てる。本

稿における語類は以下の3つ の基準を用いて認定す る。

(a)単 独で文 を形成 し得るか否か

(b)否 定辞i一 を付加 し得るか否か

(c)属 格?a?/naに よって修飾 され得 るか否か

これ らの基準の組み合わせか らジンポー語の語類は次表のように定義 される。

表2語 類の認定基準

(a)(b)(c)

名詞

動詞

副詞

助詞

yes

no

yes

no

no

yes

no

yes

no

no

nono
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3格 標示形式の 目録

Blake(1994:1)は 「格 」 を 以 下 の よ うに 定 義 す る 。

Caseisasystemofmarkingdependentnounsfbrthetypeofrelationshiptheybear

totheirheads.

本稿ではこの定義 を満たす形式を格標示形式 と呼ぶ。ジンポー語 における格標示形

式の種類 には大 きく分けて、格助詞 、格名詞、音韻的交替、従属節か ら成 る表現、無

標形式の5つ が認 められ る。以下の各節ではこれ ら個別 の記述 を行 うが、本節では格

標示形式の 目録 を提示 し、概観 を与えてお く。

3.1格 助 詞

格助詞は従属部名詞に後接 され、節の主要部たる述語または名詞句の主要部た る主

要部名詞に対す るその名詞の関係 を標示す る助詞 である。ジンポー語にお ける格助詞

の目録 を次表に掲げる5。

表3格 助詞の目録

形式 名称 S/A/P標 示 非S/A/P標 示 参照箇所

ph6?

k6?

tha?

?さ

db?

hna

khu

?a?

na

thさ?

対 格(ACC)P

位 格(LOC)

位 格(LOC)

位 格(LOC)

向 格(ALL)

奪 格(ABL)

通 格(PER)

属 格(GEN)

属 格(GEN)

共 格(COM)

経路

位置 ・所有者 ・着点

位置 ・比較の基準 ・着点

位置

着点 ・位置

起点

経路 ・様態

所有者

所有者

相手 ・随伴者 ・道具な ど

4.2.2,4.2.3,5.8

5.1

5.2

5.4

5.5

5.6

5.9

6.2

6.2

6.4

5格助詞の多くは音節末に声門閉鎖音を持つが
、その理由は不明である。同源形式を持つ

他の方言や言語との比較研究が侯たれる。
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3.2格 名 詞

本稿では、motu「 ために」(目 的 ・利益)、moj6「 ために」(原 因 ・理由)、molay「 代

わ りに」、z6n「 ように」の4つ の形式を格名詞 と呼ぶ。格名詞は節 の主要部たる述語

に対す る従属部名詞の関係 を標示する機能 を持ち、格標示形式の一種であるとい える

が、格助詞 とは異な り、格名詞は助詞の性質のみ ならず名詞 の性質 をも併せ持っ。具

体的には、格名詞 は単独で文を成 さない点で助詞 と共通するが、属格標示の従属部名

詞 によって修飾 され る点では名詞 と共通す る。 この後者の性質を重視 し、本稿では格

名詞 を格助詞 とは異なる範疇であると見なす。格名詞に関 しては6.5で 記述す る。

3.3音 韻的交替

人称代名詞単数形は名詞内の音素を交替 させることによって、主要部名詞 に対する

所有関係 を標示することができる。 この交替は人称代名詞単数形にのみ観察 され、ジ

ンポー語の格標示形式の中では極めて周辺 的な形式である。音韻的交替 による格標示

に関 しては6.3で 述べる。

3.4従 属節か ら成る表現

着点 を標示す る形式d泳hraは 、形式的には動詞d血 「着 く」 と接続助詞khra「 まで」

とか ら構成 され る。ただ し、この表現における動詞 曲 「着 く」には意味の抽象化が見

られ、また、否定辞を付加す ることができず 、向格名詞句を取ることができないなど、

形態統語的にもすでに動詞 としての性質 を失っている。 この形式 に関 しては5.7で 記

述する。

3.5絶 対 格

本稿では、上記 のいずれの格標示形式 も伴わず に現れ る名詞句を絶対格で現れ る名

詞句 と呼ぶ。絶対格で現れる名詞句には以下のようなものがある。

・ 自動 詞 の 主 語(4.1.1)/他 動 詞 の 主 語(4.1.1)

● 他 動 詞 の 目的 語(4.2.1)

● 移 動 の 着 点(5.10)

● 時 間名 詞(5.10)

● コ ピ ュ ラ 補 語(6.1)

● 数 量 詞 句(6.1)
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● 呼 び か け の 対 象(6.1)

4S/A/Pを 標 示 す る形 式

本稿では、Comrie(1981)お よび澤 田編(2010)に 従 い、S/A/Pを 以下の ように定義

す る。

・S:自 動詞の単一項、すなわち(自 動詞)の 主語

・A:他 動詞 の動作主項お よび文法的にそれ と同 じ振 る舞い をす る項 、すなわち

(他動詞)の 主語

・P:他 動詞の被動者項お よび文法的にそれ と同 じ振る舞いをする項、すなわち目

的語

4.1S/Aを 標 示 す る 形 式

4.1.1絶 対 格

Sは 状 態 自動 詞 の 主 語 で あ れ 、 動 作 自動 詞 の 主 語 で あ れ 、 必 ず 絶 対 格 で 現 れ る。

(2)Oaydaynfj6η=dる?sa-?a}孔

lSGtodayschoolニALLgo-TAM

「私 は 今 日学 校 へ 行 っ た 」

(3)真jayh-dal〕tsun=khrag∈)bu-?ay

lSGNEG-be.ablesay=tillbe.glad-TAM

「私 は 言 葉 に で き な い ほ ど うれ しい 」

以 下 の 例 に 示 す とお り、Aは 典 型 的 に 絶 対 格 で 現 れ る。

(4)Uaylaykathi=η 血t-say

lSGletterread=finish-TAM

「私 は 手 紙 を 読 み 終 わ っ た 」

(5)i-1むyΦ=naηaymokh6nmodat-?ay

NEG-be.ablesleep=SEQlSGsonglisten-TAM

「眠 れ な か っ た の で 私 は 歌 を聴 い た 」
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(6)na?=nagonむnaη=ph6?ggyるt=da=na=lu.

2SG.GEN=GENmother2SG=ACCbeat=RESL=FuT=SFP

「あ な た は お 母 さん に 殴 られ て しま うよ 」

以 下 の(7)に 示 す とお り、 作 例 で はAが 奪 格 で 標 示 され る例 も 文 法 的 で あ る と判 断

され る 。 こ の 種 の 奪 格 の 用 法 は 筆 者 の 準 口語 コー パ ス に は 出 現 せ ず 、 極 め て 周 辺 的 な

用 法 で あ る と考 え られ る6。

(7)真jay=k6?=nagi=ph6?goyさt-?ay.

1SG=LOC=ABL3SG=ACCbeat-TAM

「私 は 彼 を 殴 っ た 」(作 例)

4.1.2戴 ・徐(1992)の 「主 語 助 詞 」 に つ い て

戴 ・徐(1992:255-6)はg6と い う形 式 に 関 して こ の 助 詞 は 主 語 の後 に 置 か れ 、 前 の

成 分 が 主 語 で あ る こ と を 示 す と述 べ て い る。 戴 ・徐(1992)はg6を 「主 語 助 詞 」 と命

名 し、 他 の 格 助 詞 で あ る 対 格ph6?(4.2.2)や 、 位 格tha?(5.2)、 共 格t蛇?(6.4)と 同 列

に扱 う。 こ の 形 式 の 例 と し て 戴 ・徐(1992:255-6)は 以 下 の よ うな 例 を 挙 げ て い る7。

(8)oay=96magamre.

1SG=96PSNCOP

「私 は マ ガ ム で す 」(戴 ・徐1992:255)

(9)ndaylam=ph6?=g6goday=m畑ce-say

thismatterニACC=96whoニalsoknow-TAM

「こ の こ と は も う 誰 で も 知 っ て い る 」(戴 ・徐1992:256)

この分析 には問題があ り、それは単純にこの形式が実際には主語以外 の名詞句の後

にも生起す るとい う事実にある。例 えば、 この形式は上記の例(9)で は 目的語の後に、

また、以下の例では付加詞の後に生起 している。

6こ の例 は 「私 か ら(順 番 に)彼 を 殴 った」 とい う意 味 も表 し うる
。 この種 の例 が極 め て ま

れ であ る こ と、お よび 、ビル マ 語 では奪 格 に よって 主語 を標 示す るこ とが ある こ とを考慮

す る と、 ジ ンポ ー語 にお け る この 奪格 の 用法 は ビル マ語 か らの文 法借 用 で あ る可 能性 が

高 い。都 市 部 に居住 す る ジンポ ー語話 者 は全 て ビル マ語 とのバイ リンガル で あ る。
7こ れ らの例 にお け る声調 や一 部 の分 節 音 な どの表 記 は戴 ・徐(1992)の 表記 を本 稿 で の表

記 に変 更 して あ る。
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(10)ggnaw=thる?=g6h-khr丘m=βi-?ay

youngeLbrother=COM=96NEG-meet=still-TAM

「弟 と は ま だ 会 っ て い な い 」

(11)j6η=k6?=g6moraykr丘?十gi=ramOa-?ay

schoolニLOC=TOPCLFsix+ten=aboutbe-TAM

「学 校 に は60人 ほ ど い る」

さ ら に 、 こ の 形 式 は 名 詞 句 の み な らず 、 名 詞 句 以 外 の 様 々 な 要 素 の 後 に も 生 起 し う

る。 例 え ば 、 以 下 の(12)で は 副 詞 の 直 後 に 、(13)で は 動 詞 語 幹 の 直 後 に 、(14)で は 副

詞 節 の 直 後 にg6が 生 起 して い る 。

(12)ndaysumpannaw=g6丘 一ts6m-?ay

thisclothtoo=96NEG-be.beautifUl-TAM

「こ の 布 は あ ま り き れ い で は な い 」

(13)Oaymit=g6n6?mit=to-?ay

lSGthinkニ96stillthinkニCONT-TAM

「私 は 考 え て い る こ と は ま だ 考 え て い る 」

(14)gothさt=y鋤=96jawjawr6t=di?=na?om丘lowan加t-?ay

be.hot=if=96earlyget.up=DO=SEQworkbe.quickfinish-TAM

「暑 けれ ば 早 く起 き て 仕 事 が 早 く終 わ る 」

上 述 の とお り、 戴 ・徐(1992)はg6を 対 格ph6?や 位 格tha?、 共 格t臆?と 同 列 に 扱

うが 、 対 格 や 位 格 、 共 格 は 上 例 の よ うな 分 布 を 示 さ な い た め 、g6を 他 の 格 助 詞 と 同

列 に扱 う こ と に は 問 題 が あ る。g6は 実 際 に は 主 題 化 や 対 比 の 際 に 用 い られ 、 戴 も後 に

こ の 形 式 を 主 題 助 詞 と 呼 び 換 え て い る(戴2001)8。96と 同 じ分 布 を 示 す 形 式 に は他 に

m両 「～ も 」、ga「 ～ だ け」、g祝 「～ こ そ 」 な どが あ る。 本 稿 で は これ らの 形 式 を ま と

め て 副 助 詞 と 呼 び 、 格 助 詞 とは 別 の 範 疇 と し て 分 類 し て お く9。

8張(2004)は 戴 ・徐(1992)附 録 の 民話 資料 を利 用 し、 この形 式 と 日本語 「は」 を対 照 して

い る。
9な お

、戴 ・徐(1992)はg6を 除 くmhη 「～ も」、¢a「～ だ け」、鈴?「 ～ こそ」な どの形 式 を

副詞 として分 類 して い る。 しか しなが ら、 これ らの形 式 はnaw「 あ ま り」やjawjaw「 早

く」 な どの副詞 とは異 な る分布 を示 す ため 、副詞 と同列 に扱 うこ とはで きな い。例 えば 、

(12)や(14)の よ うに副詞 は基本 的 に動 詞 の直 前 に現れ るが 、(13)の よ うに動詞 の直 後 に

現れ るこ とは ない。
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4.2Pを 標示する形式

Pは 絶対格で現れ る場合 と対格ph6?を 伴って現れ る場合 とがある。

4.2.1絶 対 格

Pが 絶 対 格 で 現 れ る例 に は 以 下 の よ うな例 が あ る。

(15)Oaydaymokh6nra?一?aγ

lSGthatsonglike-TAM

「私 は そ の 歌 が 好 き だ 」

(16)Uay=maya?sむmlamむ 一say

lSG=alsonowpicturesee-TAM

「私 も い ま 写 真 を 見 た 」

(17)gidむ 兀〕=di?=nalaykathi=to-?ay

3SGsit=DO=SEQletterread=CONT-TAM

「彼 は 座 っ て 手 紙 を読 ん で い た 」

ま た 、 三 項 他 動 詞 の 対 象 も 基 本 的 に 絶 対 格 で 現 れ る。

(18)naOηay=ph6?mybn十m向=naphathbt=moyu-?ay=ray

2SGlSG=ACCBu㎜a+country=GENwhatorder=want-TAM=Q

「あ な た は 私 に ビル マ の 何 を(お 土 産 に)頼 み た い で す か 」

4.2.2対 格

Pが 対 格 で 標 示 さ れ る例 と して は 以 下 の例 が あ る。

(19)兀 〕aydayni=t血pnaη=ph6?la=to-?ayre.

lSGtoday=whole2SG=ACCwait=CONT-NMLzCOP

「私 は 今 日ず っ とあ な た を 待 っ て い た の だ 」

(20)seη 十modU?=g6ηay=ph6?ts6?十ra?一?ayre.

shoP+keeper=TOPlSGニACClove+like-NMLzCOP

「店 主 は 私 を 愛 し て く れ る の だ 」
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(21)Uayganthe=ph6?yu=nagraymgni=moyu-?ay

lSG3PL=ACCsee=SEQverylaugh=want-TAM

「私 は 彼 ら を 見 て と て も笑 い た く な っ た 」

ま た 、 三 項 他 動 詞 節 の 受 益 者 も 対 格 で 現 れ る 。

(22)Oaygonaw=ph6?k血mpha?j6?=dat=na=y6.

1SGyoungeLbrother=ACCgi且give=release=FuT=SFP

「私 は あ な た に プ レ ゼ ン ト を あ げ ま す ね 」

4.2.3対 格の機能

上述の とお り、Pの 標示には対格 と絶対格 の交替 が認め られる。本小節では対格 と

絶対格の分布 を観察する。そして、対格の機能 としてAとPを 差異化す る機能、およ

び、Pを 明示化す る機能が認め られることを示す。

4.2.3.1AとPを 差異化する機能

ジンポー語では、Comrie(1981:178)に おいて提案 された以下の有生性階層 におい

て、Aの 有生性がPよ りも高い場合、Pは 絶対格で現れ、一方、Pの 有生性がAと 同

等ないしそれよ りも高い場合、Pは 対格で標示 され る傾向にある。

(23)人 間 〉動物 〉無生物

A/Pと 人間/動物/無生物 との論理的組み合わせは次表のとお りであるが、対格で現れ

る組み合わせを 〆で、絶対格で現れ る組み合わせ を一で表す と以下のよ うになる。

表4対 格と絶対格の分布

A＼P人 間 動物 無生物

人間 〆

動物 〆

無生物 〆

これ らの論理的組み合わせ を例示 した文 を以下に示す(例 文 に付 した 〉 記号の左 は

Aを 右はPを 指す)。

(24)ηaygi=ph6?goyさt-?ay[人 間 〉 人 間]

lsG3sG=Accbeat-TAM

「私 は 彼 を殴 っ た 」(作 例)
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(25)uayghyggyるt-?ay[人 間 〉 動 物]

1SGdogbeat-TAM

「私 は 犬 を殴 っ た 」(作 例)

(26)OaypoloOgoyさt-?aγ[人 間 〉 無 生 物]

lSGshirtbeat-TAM

「私 は 服 を 叩 い た 」(作 例)

(27)lo?nyawηay=ph6?gowa-?aγ[動 物 〉 人 間]

catlSG=ACCbite-TAM

「猫 が 私 を噛 ん だ 」(作 例)

(28)lo?nyawgむy=ph6?gowa-?ay.[動 物 〉 動 物]

catdo9=ACCbite-TAM

「猫 が 犬 を噛 ん だ 」(作 例)

(29)lo?nyawpoloηgowa-?aγ[動 物 〉 無 生 物]

catshirtbite-TAM

「猫 が 服 を噛 ん だ 」(作 例)

(30)poloηgi=ph6?ko?丘p-?ay[無 生 物 〉 人 間]

shirt3SG=ACCcover-TAM

「服 が 彼 を覆 っ た 」(作 例)

(31)poloηghy=ph6?ko?卯 一?ay[無 生 物 〉 動 物]

shirtdog=Acccover-TAM

「服 が 犬 を覆 っ た 」(作 例)

(32)daypoloηndaypoloO=ph6?ko?丘p-?aγ[無 生 物 〉 無 生 物]

thatshirtthisshirtニACCcover-TAM

「そ の 服 が この 服 を覆 っ た 」(作 例)

次 に 、 上 記 の 各 例 に お い て 対 格 で 標 示 され たPか ら対 格 を 取 り除 き 、 反 対 に 、 絶 対

格 で 現 れ るPを 対 格 で 標 示 した 例 を 以 下 に 示 す 。 こ の 場 合 、 対 格ph6?を 取 り除 い た

例 は 全 て 非 文 とな る。 一 方 、 絶 対 格 で 現 れ るPは 典 型 的 に は 絶 対 格 で 現 れ る に して も、

こ れ ら を対 格 に よ っ て 標 示 して も 非 文 とは な ら な い 。 こ の よ うに 、 上 表 中 〆 は 義 務 的

で あ る が 、一 は 一 般 的 傾 向 に す ぎ な い とい え る 。
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(33)*uaygiggyさt-?ay[人 間 〉 人 間]

1SG3SGbeat-TAM

「私 は 彼 を殴 っ た 」

(34)Oaygむy=ph6?goyとt-?ay.[人 間 〉 動 物]

lSGdo9=ACCbeat-TAM

「私 は 犬 を殴 っ た 」(作 例)

(35)ηaypoloη=ph6?goyさt-?aγ[人 間 〉 無 生 物]

1SGshirt=ACCbeat-TAM

「私 は 服 を 叩 い た 」(作 例)

(36)*lo?nyawηaygowa-?ay[動 物 〉 人 間]

catlsGbite-TAM

「猫 が 私 を噛 ん だ 」

(37)*lo?nyawghygowa-?ay.[動 物 〉 動 物]

catdogbite-TAM

「猫 が 犬 を噛 ん だ 」

(38)lo?nyawpoloη=ph6?gowa-?ay[動 物 〉 無 生 物]

catshirt=ACCbite-TAM

「猫 が 服 を噛 ん だ 」(作 例)

(39)*poloηgiko?卯 一?ay.[無 生 物 〉 人 間]

shirt3sGcover-TAM

「服 が 彼 を覆 っ た 」

(40)*poloηgむyko?丘p-?aγ[無 生 物 〉 動 物]

shirtdogcover-TAM

「服 が 犬 を覆 っ た 」

(41)*daypoloηndaypoloηko?丘p-?aγ[無 生 物 〉 無 生 物]

thatshirtthisshirtcover-TAM

「そ の 服 が こ の 服 を覆 っ た 」

本 小 節 で 見 た 以 上 の よ う な 対 格 と絶 対 格 の 分 布 は ど の よ うに 説 明 で き る だ ろ うか 。

本 稿 で は 、 対 格ph6?はPがAと 誤 解 釈 され る 可 能 性 の あ る場 合 にPに 付 加 され る と
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考 える。ジンポー語の基本構成素順序は動詞が節末に現れる とい う原則 が満 た される

ならば、AとPの 順序は基本的に自由である。 したがって、AとPが ともに絶対格で

現れ るとどの名詞句がAで あ り、どの名詞句がPで あるか曖昧性が生 じることにな

る。 この場合に、AとPを 差異化す るためにPに 付加 される標識が対格であると考え

るlo。ただ し、この種の曖昧性が生じるのはPの 有生性がAと 同等ない しAよ りも高

い場合であ り、Pの 有生性がAよ りも相対的に低 く、どの名詞句がAで ありどの名詞

句がPで あるか 自明である場合はPを 対格で標示す る必要はないことになる。本稿 で

は、対格に見 られるこの機能 をAとPを 差異化す る機能 と呼ぶ。

このよ うにPの 標示に有生性が関与す ることは通言語的に広 く観察 され る現象であ

る。Comrie(1981:121)は 以下のよ うに説 明を加えているll。

Inthetransitiveconstruction,thereisaninfb㎜ationHowthatinvolvestwoentities,

theAandthePAIthoughinprincipleeitherofAandPcanbeeitheranimateor

de且nite,ithasbeennotedthatinactualdiscoursethereisastrongtendencyfbrthe

infbrmationHow丘omAtoPtocorrelatewithanin飴 ㎜ationHow什ommoreto

lessanimateandf士ommoretolessdefinite.Inotherwords,themostnaturalkind

oftransitiveconstructionisonewheretheAishighinanimacyandde且niteness,

andthePislowerinanimacyandde且niteness;andanydeviationffomthispattem

leadstoamoremarkedconstruction.

以上で見てきた例 は二項他動詞節の例 であった。次に、3つ の項を取 る他動詞節 の

例 を観察 し、この種 の例 も同様の原理で とらえ られ ることを見 る。3つ の項を取 る他

動詞節 には、三項他動詞節および二項他動詞節か ら派生 された使役構文 と適用構文の

3つ が認め られ る。以下ではこれ らの例を順に記述す る。

三項他動詞節

(42)の とお り、三項他動詞節において、受益者は典型的に人間であるがために対格で

標示 され、一方、対象は動物や無生物であるために絶対格で現れ るのが基本である12。

loLaPolla(1992)は チ ベ ッ ト ・ビル マ 語 派 諸 語 に こ の 種 の 機 能 を 持 つ 標 識 が 広 く認 め られ る

こ と を述 べ 、 こ の 標 識 を`anti-ergative'markingと 呼 ん で い る。

llComrie(1981)は トル コ 語 の よ うに 定 性 の 高 いPが 対 格 で 標 示 され る例 も示 して い る が
、

ジ ン ポ ー 語 の 対 格 標 示 に 定 性 が 関 与 す る こ と を 示 す 確 か な 証 拠 は 現 時 点 で は 得 ら れ て い

な い 。 ジ ン ポ ー 語 で は 「何 」や 「あ る 男 」 な ど の 定 性 の 低 い 名 詞 句 も 対 格 で 標 示 され う る。

12三 項 他 動 詞 の 受 益 者(R)と 対 象(T)の どち らが 二 項 他 動 詞 の 被 動 者(P)と 同様 に扱 わ れ る

か に 関 し て 、 類 型 論 的 に はRをRTか ら区 別 して 扱 うタ イ プ(T=PR)、TをRRか ら 区

別 して 扱 う タ イ プ(TPニR)、RR,Tが 同 様 に扱 わ れ る タ イ プ(T=PニR)が 知 られ る 。 これ

ら は そ れ ぞ れ 、indirectivealignment(direct-object/indirect-objectdistinction)、secundative

alignment(primary-o切ect/secondary-objectdistinction)、neutralalignmentな ど と 呼 ば れ て
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ただ し、(43)や(45)の とお り、対象が対格標示 を受 けても非文にはな らない。この場

合、三項他動詞節中に2つ の対格が生起す ることになる13。 また、(44)や(45)の よう

に、対象が受益者の前に生起することも可能である。一方、(46)や(47)の とお り、三

項他動詞節の受益者名詞句が対格標示 を受 けない例は非文である。

(42)giηay=ph6?1両seη+k丘mpha?j6?一?ay.

3SGlSG-ACCjade+giftgive-TAM

「彼 は 私 に 輩 翠 の 贈 り 物 を く れ た 」

(43)giηay=ph6?1畑seη 十k丘mpha?=ph6?j6?一?ay

3sGlsG=Accjade+gif㌃=Accgive-TAM

「彼 は 私 に 輩 翠 の 贈 り物 を くれ た 」(作 例)

(44)gil両seO+k血mpha?ηay=ph6?j6?一?ay.

3SGjade+giftISG=ACCgive-TAM

「彼 は 輩 翠 の 贈 り物 を 私 に くれ た 」(作 例)

(45)βilむ ηseU+k血mpha?=ph6?ηay=ph6?j6?一?ay.

3SGjade+gift-ACClSG-ACCgive-TAM

「彼 は 易身翠 の 贈 り 物 を 私 に く れ た 」(作 例)

(46)*¢iηayl両seη 十k丘mpha?j6?一?ay

3sGlsGjade+giftgive-TAM

「彼 は 私 に 輩 翠 の 贈 り物 を くれ た 」

(47)*βiηaylむUseη 十k血mpha?=ph6?j6?一?ay

3sGlsGjade+gif㌃ 一Accgive-TAM

「彼 は 私 に 輩 翠 の 贈 り物 を くれ た 」

使役構文

使役構文の被使役者は対格で標示され、対格標示を受けない例は非文となる。

い る(Dryerl986,Malchukov,HaspelmathandComrie2010)。 先 述 の とお り、 ジンポ ー語

で はPが 絶対 格 と対格 で現れ る場 合 が あ り、また(42)や(43)の とお りにTも 絶対 格 と対

格 で現れ る こ とが あ るた め、 ジン ポー語 を上記3タ イ プ 中 に分類 す る こ とは難 しい。
13周 知 の ごと く

、 日本 語 で は 同一節 中 に2つ の対 格 が生 起 しえない(Shibatani1977)。 これ

は 、ジ ンポー語 と同 系言語 で あ るチ ノ語(ロ ロ ・ビル マ語 支 ロロ語 群:中 国雲 南省)に おい

て も同様 で あ る(林2009:132-3)。
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(48)βanthe=g6ηay=ph6?sa=ggη 血n-?ay

3PL=TOPlSG=ACCgo=CAuS-TAM

「彼 ら は 私 を(出 張 に)行 か せ た 」

(49)*ganthe=96真 〕aysa=¢o真 〕丘n-?aγ

3PL=TOPlSGgo=CAUS-TAM

「彼 ら は 私 を(出 張 に)行 か せ た 」

こ の 理 由 は 、 使 役 化 の 助 動 詞go加nに よ る 使 役 構 文 が 必 ず 被 使 役 者 に 有 生 物 を 取 る

た め で あ る と考 え られ る 。 以 下 の 例 に 示 す とお り、 被 使 役 者 に 無 生 物 を 取 る使 役 構 文

は 非 文 と な る。

(50)*gipha?kha=ph6?lum=go加n-?ay

3SGgreen.tea=ACCbe.hot=CAuS-TAM

「彼 は お 茶 に 温 か く させ た 」

以 下 に示 す 例 は 他 動 詞 の 使 役 化 を 示 した 例 で あ る。

格 で 標 示 され 、 ま た被 動 者 は 絶 対 格 で 現 れ る。

この例においても被使役者が対

(51)giηay=ph6?9むygoyるt=900{in-?ay

3SGlSG=ACCdogbeat=CAuS-TAM

「彼 は 私 に 犬 を 殴 ら せ た 」(作 例)

(52)*giηaygむygoyるt=goη 血n-?ay

3SGlSGdogbeat=CAuS-TAM

「彼は私に犬 を殴らせた」

以下の例 は被動者に人間を取 る他動詞を使役化 した例である。この種 の例では被使

役者 と被動者の両方が対格で標示 され、対格を伴わない例は非文 となる。以下の各例

を参照 されたい。

(53)magam=g6ηay=ph6?mala?=ph6?ggy壱t=gg加n-?ay

PSN=TOPlSG=ACCPSN=ACCbeat=CAuS-TAM

「マ ガ ム は 私 に マ ラ ッ を 殴 ら せ た 」(作 例)

(54)*magam=g6ηay=ph6?mala?goyるt=go加n-?ay

PSN=TOPlSG=ACCPSNbeatニCAuS-TAM

「マ ガ ム は 私 に マ ラ ッ を 殴 ら せ た 」
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(55)*magam=g6ηaymala?=ph6?ggyさt=go加n-?ay

PSN=TOPlSGPSN=ACCbeat=CAuS-TAM

「マ ガ ム は 私 に マ ラ ッ を 殴 ら せ た 」

(56)*magam=96ηaymala?goyとt=go加n-?ay

PSNニTOPlSGPSNbeatニCAuS-TAM

「マ ガ ム は 私 に マ ラ ッ を殴 らせ た 」

適 用 構 文

適 用 構 文 は 意 味 的 に周 辺 的 な 項(peripheralargument)を 目的 語 項 と して コ ー ドす る

構 文 で あ る 。 新 し く節 に 導 入 され る 目的 語 は 適 用 目的 語(applied/applicativeotject)と

呼 ば れ る。 ジ ン ポ ー 語 の適 用 構 文 に は 共 同 適 用 構 文 と 受 益 適 用 構 文 とい う2種 の 下 位

類 が あ り、 前 者 で は 適 用 目的 語 と し て 随 伴 者 名 詞 句 が 導 入 され 、 後 者 で は適 用 目的 語

と して 受 益 者 名 詞 句 が 導 入 され る。 こ の よ うに して 節 中 に 新 し く導 入 され た 適 用 目 的

語 は 対 格 で標 示 され る。 以 下 に 示 す(58)が 適 用 構 文 の例 で あ る14。

(57)gonむ=g6ma=thる?y丘p-?ay

motherニTOPchild=COMsleep-TAM

「母 は 子 供 と寝 た 」(作 例)

(58)gonむ=g6ma=ph6?y丘p=16m-?ay

mother=Topchild=Accsleep=APPL-TAM

「母 は 子 供 と 寝 た 」(作 例)

(59)*99nむ=96may卯=16m-?ay

mother=Topchildsleep=APPL-TAM

「母は子供 と寝た」

(57)は 必須項をひ とつ取 る自動詞節であ り、Sと してはgon血 「母 」を取っている。

また、この節では随伴者名詞句ma「 子供」 も現れてお り、この名詞句 は共格t臆?に

よって標示 されている。 この名詞句 が必須項ではなく周辺項であることはこの名詞句

を省 略 しても文意 が損なわれ ない ことか ら分かる。 これに対 して、(58)の 適用構文で

は随伴者名詞句が対格 によって標示 され てお り、Pと して節 中に導入 されている。 こ

の節 はAgonh「 母」とPma「 子供」 とい う二つの必須項を取る他動詞節である。 この

よ うに して節 に導入 された適用 目的語は対格で標示 され るが、これ は適用 目的語 とし

14若 年 層話 者 は適 用構 文 を用 いな い傾 向 にあ る
。 ここで示 す例 は70代 の話 者 に基 づ く。
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て節 中に導入 され る名詞句が随伴者(や 受益者)で あ り、 これ らが人間であるためであ

ると考 えられる。

以下に示す例は基底の他動詞節か らの適用構文の派生の例である。 この例でも適用

目的語は対格ph6?に よって標示 される。

(60)兀 〕aynaη=thも??orayphay-?ay

lSG2SG=COMthingcarry-TAM

「私 は あ な た と荷 物 を 運 ん だ 」(作 例)

(61)Oaynaη=ph6??orayphay=16m-?ay

lSG2SG=ACCthingcany=APPL-TAM

「私 は あ な た と荷 物 を 運 ん だ 」(作 例)

(62)*Uaynaη?grayphay=16m-?ay

lSG2SGthingcarry=APPL-TAM

「私 は あ な た と 荷 物 を 運 ん だ 」

以上は共同適用構文の例であった。次に受益適用構文の例 を挙げてお くが、格標示

の方法は共同適用構文の場合 と同様 である。

(63)兀 〕aynaη=ph6?g∈)bu=ya-?ay.

lSG2SG=ACCbe.hapPy=BEN-TAM

「私 は あ な た(の 成 功)を 喜 ん だ 」(作 例)

(64)*ηaynaηg∈)bu=ya-?ay

lsG2sGbe.happy=BEN-TAM

「私 は あ な た(の 成 功)を 喜 ん だ 」

(65)Uaynaη=ph6??grayphay=ya-?ay

lSG2SG=ACCthingcarry=BEN-TAM

「私 は あ な た の た め に 荷 物 を運 ん で あ げ た 」(作 例)

(66)*兀〕aynaη?orayphay=ya-?ay

lSG2SGthingcany=BEN-TAM

「私 は あ な た の た め に 荷 物 を運 ん で あ げ た 」

なお、筆者のデータ中には適用構文に対格 が2つ 生起す る例は見 られない。 この種

の例が可能であるかどうかは現時点では明らかでない。
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4.2.3.2Pを 明示化する機能

4.2.3.1で は対格にAとPを 差異化す る機能 があることを述べた。 ここでは対格 の

機能に上記 とは異なる、Pを 明示化す る機能 も認 めなけれ ばな らない ことを述べる。

対格がPの 明示化の機能を果 たしていると考 えられる例を以下で検討す る。

Pが 時間を表す名詞

以下に示す よ うな時間を表す名詞句は動詞の項 としての解釈のほかに副詞 としての

解釈 も可能である。 このよ うな例では対格 を付加 した場合 と付加 しない場合 とでは文

の意味 自体が異なって くる。例 えば、次の(67)で はggl6y「 いつ」が対格で標示 され

動詞 の項 として解釈 されているが、この文か ら対格 を取 り除いた(68)はgol6y「 いつ」

が付加詞 と解釈 され、(67)と は別の意味を表す文になっている。

(67)yangon=k6?wam=naηa-?ay=g6gol6y=ph6?η 丘一?ay=ray

YangonニLocwalk.around=FuTsay-NMLzニToPwhen=Accsay-TAMニQ

「ヤ ン ゴ ン で 散 歩 し よ う と い う の は い つ の こ と を 言 っ て い る の で す か 」

(68)yangon=k6?wam=naUa-?ay=g6gol6y加 一?ay=ray

Yangon=LOCwalk.around=FuTsay-NMLz=TOPwhensay-TAM=Q

「ヤ ン ゴ ン で 散 歩 し よ う と い う の は い つ 言 い ま し た か 」(作 例)

以下のペ アでは名詞節が無標示の場合はあいまい文 とな り、対格が付加 された場合

のみ一義的な意味になる。 これはtるn「時」 とい う名詞が名詞(関 係)節 を伴 って副詞

節 を形成す ることがあるためである。

(69)gonawsa=natもntsun=dan=na=y6.

youngerbrothercome=NMLztimesay=show=FuTニSFP

「弟 が 来 る と き に/来 る 時 間 を 言 っ て お き ま す ね 」(作 例)

(70)gonawsa=natさn=ph6?tsun=dan=na=y6.

youngerbrothercomeニNMLztimeニAccsayニshow=FuT=sFP

「弟 が 来 る 時 間 を 言 っ て お き ま す ね 」

Pが 名詞節

以下の例 に示す とお り、名詞節は典型的に対格で標示 され る。 これは、名詞節標識

一?ayとTAM標 識 一?ayが 同形であるため、名詞節標識の ところで文が終止 したのでは

ないことを対格 によって明示す るためであると考え られ る。以下の例では名詞節 を[]

で囲んで示すが、 この囲まれた部分だけでも独立の文を成 しうる。
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(71)[naUi-raw-?ay]=ph6?ηayce-?ay

2SGNEG-be.f士ee-NMLz=ACClSGknow-TAM

「あ な た が 暇 で は な い こ と を 私 は 知 っ て い る 」

(72)[naonday=dさ?h-1む sa-?ay]=ph6? mith-pyo=ya-?ay

2SGhere=ALLNEG-be.ablecome-NMLz=ACCmindNEG-be.hapPyニBEN-TAM

「あ な た が こ こ に 来 ら れ な い の を 悲 し く 思 う 」

(73)[naηlaykasa=da-?ay]=ph6?lhthf-?ay

2SGlettersend=RESL-NMLz=ACCbe.ableread-TAM

「あ な た が 手 紙 を 送 っ た の を 読 む こ と が で き た 」

(74)Oaygoji-?ay=gol6y[m丘nl6?一?ay]=ph6?ηaygraykhrit-?ay

lSGbe.small-TAM=whenhairbe.many-NMLz=ACClSGveryfbar-TAM

「私 は 小 さ か っ た こ ろ ひ げ が 多 い 人 が と て も怖 か っ た 」

Aに 先行するP

PがAに 先行する場合はPが 対格で標示 され ることが多い。

めであると考えられ る。

これはPを 明示す るた

(75)daylam=ph6?=g6ηaygona?十moga=dさ?na-?ay

thatmatter=ACC=TOPlSGnight+side=ALLhear-TAM

「そ の こ と は 私 は 夜 に 聞 い た 」

(76)daybむm=ph6?nkawmi=g6nat十bむm=maηa-ma?一?ay

thatmountain=ACCsome=TOPspirit+mountain=alsosay-PL-TAM

「そ の 山 を 何 人 か は 精 霊 の 山 と も 呼 ぶ 」

述語動詞か ら離れたP

Pと それを取る動詞の距離が遠い場合、Pを 明示するためにPが 対格で標示 される

場合が多い。以下の(77)で は引用節が、(78)で は名詞節が、(79)で は副詞節がPと そ

れ を取 る動詞 の問に現れ、これ らを分断 している。

(77)dむsat=ph6?=g6?ogむy?o?nyaw加=nagoga-?ay

animal=ACC=TOPdogcatsay=SEQcall-TAM

「動 物 は(?o一 を 付 け て)?oghy「 犬 」、?o?nyaw「 猫 」 の よ う に 呼 ぶ 」
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(78)day=g6jiUph6?+khiη=ph6?ggdむn-?ay=khucuy=da-?ayre.

that=TOPJingPho+dress=ACCbe.short-NMLz=PERsew=RESL-NMLzCOP

「そ れ は ジ ン ポ ー の 衣 装 を 短 く 縫 っ て あ る の だ 」

(79)sむmla=ni=ph6?¢ona?y卯 一?ay=go16y=mayu-?aγ

picture=PL=ACCnightsleep-TAM=when=alsosee-TAM

「写 真 を 夜 、 寝 る と き に も 見 た 」

Pが 付 け 足 し

以 下 の よ うな 付 け 足 し(a丘erthought)がPで あ る場 合 、 付 け 足 しがPで あ る こ と を

明 示 す る た め にPは 対 格 で 標 示 され る。

(80)na兀 〕=g6ra?一?ay=?i.ηa=ph6?.

2SG=TOPlike-TAM=SFPfish=ACC

「あ な た は 好 き で す か 。 魚 が 」

(81)mむ 一?aγna?=nami?十man=ph6?.

see-TAM2SG.GEN=GENeye+f琶ce=ACC

「見 え た 。 あ な た の 顔 が 」

4.2.3.3対 格の機能:ま とめ

以上の観 察 より、対格ph6?が 生起する環境にはい くつかの例があることが判明 し

た。 これ らの考察か ら、対格 の機能にはAとPを 差異化す る機能、および、Pを 明示

化する機能が認め られると結論付 けることができる。

・AとPの 差異化

一被動者の差異化

一 受益者の差異化

一被使役者の差異化

一適用 目的語の差異化

●Pの 明示化

一 時間を表すPの 明示化

一名詞節のPの 明示化

一Aに 先行す るPの 明示化

一 述語動詞か ら離れたPの 明示化

一 付け足 しのPの 明示化
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5場 所的な意味役割を標示す る格

本節では、位置 ・起点 ・着点 ・経路 を標示す る形式を記述する。

5.1位 格k6?

位格k6?は 場所 ・時間お よび着点 を標示す る。

(82)Uay=k6?j6Uph6?-say[場 所]

1SG=LOCschoolopen-TAM

「私 の と こ ろ で は 学 校 が も う始 ま っ た 」

(83)joph6t=k6?khiη+motsat=k6?r6t=na.[時 間]

moming=LOChour+eight=LOCget.up=FuT

「朝8時 に 起 き る 」

(84)ht註=k6?dむ=timlaykaka=wa-rit=y6.[着 点]

houseニLocarrive=butletterwriteニcoME-IMP=sFP

「家 に 帰 っ て も手 紙 を 書 い て ね 」

以 下 の 例 で は 位 格k6?が 所 有 者 を 標 示 して る。 これ は 所 有 者 を所 有 物 の 存 在 場 所 と

と ら え る た め で あ る 。

(85)Uay=k6?gggamgkh6n=ni=magrayn6?ηa-?ay

lSG=LOCothersong=PL=alsoverystillbe-TAM

「私 の と こ ろ に は ほ か の 歌 も ま だ た く さ ん あ る 」

5.2位 格tha?

以下の例に示す とお り、位格tha?も 場所 ・時間および着点を標示す る。位格tha?は

歴史的には場所名詞lgtha?「 上部」に由来す る15。

15位 格tha?で はlgtha?「 上 部 」の 第一 音節lgの 脱落 が 見 られ るが
、 ジ ンポー語 で は複 合 な

どの環境 にお いて/o/を 主母 音 に持 つ 弱化 音節 が脱 落 す る現象 が広 く認 め られ るた め、位

格 の発 展 にお け る第一 音節 脱 落 は この言 語 にお い て珍 しい 現象 とい うわ けで は ない(e.g.,

poloη 「服」+lota?「 手 」>16ηta?「 袖 」)。
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(86)mit=tha?ggra=khu=ray[場 所]

mind=LOChow=PER=Q

「心 の 中 は どん な感 じで す か 」

(87)mosum+ya?joph6t=tha?baysa=wa=na=y6.[時 間]

three+daymorning=Locagaincome=coME=FuT=sFP

「水 曜 日 の 朝 に ま た 来 る よ 」

(88)gonawmyさn十m曲=tha?baydむ 一?ay=gol6y[着 点]

youngeLbrotherBu㎜a+country=LOCagainarrive-TAM=when

「あ な た が ビ ル マ に ま た 来 た と き 」

ま た 、 以 下 の 例 に 示 す とお り、 位 格tha?は 比 較 の 基 準(standard)を 標 示 す る こ と も

で き る 。

(89)Oay=g6naη=tha?grawgoba-?ay

lSG=TOP2SG=LOCmorebe.big-TAM

「私 は あ な た よ り も 年 上 だ 」

(90)Oay=ph6?ganthe=nagoga=tha?grawts6?十ra?一?a}孔

lSGニACC3PLニGENchild=LOCmorelove+like-TAM

「私 を 彼 ら の 子 供 よ り も 愛 し て い る 」

こ の よ うに 、 比 較 の 基 準 の 標 示 に 位 格 を 用 い る 言 語 は類 型 論 的 に 珍 しい も の で は な

い(Stassenl985:41-2,146-57)。 な お 、 先 述 した とお り、位 格tha?は 「上 部 」 を 意 味

す る名 詞lotha?に 由来 す る が 、 以 下 の 例 に 示 す とお り、lotha?を 用 い て 比 較 の 基 準 を

標 示 す る こ と は で き な い 。

(91)*Oay=g6naη=10tha?grawgoba-?ay

lSGニTOP2SG=uponmorebe.big-TAM

「私 は あ な た よ り も 年 上 だ 」

5.3位 格k6?と 位格th註?の 相違

5.1お よび5.2で 見た とお り、位格k6?と 位格tha?は 場所 ・時間 ・着点を標示す る点

で共通す る。 これ ら2つ の位格の意味的相違 に関 してはいまだ明 らかではない部分が

多い。両形式は置き換 え可能であることが多 く、例 えば、5.2で 示 した例文(86)、(87)、

(88)中 の位格tha?を 位格k6?に 置 き換 えた以下の文はいずれ も文法的である。
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(92)mit=k6?ggra=khu=ray[場 所]

mind=LOChow=PER=Q

「心 の 中 は どん な感 じで す か 」(作 例)

(93)mosum+ya?joph6t=k6?baysa=wa=na=y6.[時 間]

three+daymorning=Locagaincome=coME=FuT=sFP

「水 曜 日 の 朝 に ま た 来 る よ 」(作 例)

(94)gonawmyさn十m両=k6?baydむ 一?ay=¢ol6y[着 点]

youngeLbrotherBu㎜a+country=LOCagainarrive-TAM=when

「あ な た が ビル マ に ま た 来 た と き」(作 例)

以 上 の 例 が 示 す と お り 、位 格tha?と 位 格k6?は 非 常 に 近 い 意 味 を 表 す と考 え られ

る 。 た だ し、 先 述 した と お り、 位 格k6?は 所 有 者 を 標 示 す る こ とが 可 能 で あ る が 、 位

格tha?に こ の 用 法 は な い 。 以 下 の ミ ニ マ ル ペ ア を 参 照 され た い 。

(95)Oay=k6?gogamokh6n=ni=magrayn6?ηa-?ay

lSGニLOCothersongニPL=alsoverystillbe-TAM

「私 の と こ ろ に は ほ か の 歌 も ま だ た く さ ん あ る 」

(96)*ηay=tha?gogamokh6n=ni=magrayn6?ηa-?ay

lSG=LOCothersong=PL=alsoverystillbe-TAM

「私 の と こ ろ に は ほ か の 歌 も ま だ た く さ ん あ る 」

また、先述 した とお り、位格tha?は 場所 ・時間 ・着点のほかに、比較の基準をも標

示するが、位格k6?に は この用法は見 られない。

(97)Oay=g6naη=tha?grawgoba-?ay

lSG=TOP2SG=LOCmorebe.big-TAM

「私 は あ な た よ り も 年 上 だ 」

(98)*Oay=g6naη=k6?grawgoba-?a}孔

lSGニTOP2SG=LOCmorebe.big-TAM

「私 は あ な た よ り も 年 上 だ 」

以上の ように、い くつかの相違が認め られはす るものの、場所 ・時間お よび着点の

標示に関 しては位格tha?と 位格k6?と の間の違いは明らかであるとはいえない。

ただ し、量的側面か らは両者の問に相違 が観察 される。筆者の編纂 した準 口語 コー

パスを検索 し、得 られた コンコーダンスライ ンを利用 して、位格tha?と 位格k6?の 出
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現頻度 を分析 した ところ、両者の出現頻度に有意義な差が存在す ることが確認 された。

具体的には、コーパス中に位格tha?が456ト ークン出現するのに対 して、位格k6?は

4,159ト ー クン出現す ることが判 明 した。 この ように準 口語 コーパ ス中では位格k6?

の出現頻度が圧倒 的に高い といえる。

次に、位格tha?と 位格k6?が それぞれ どの意味役割 を標示す るかを定量的に分析 し

た。位格k6?に 関 しては トークン数が非常に多いため、得 られた コンコー ダンスライ

ンの上か ら456例 目までを分析 した。この分析によって得 られた結果を次表 に示す16。

表5位 格が標示する意味役割の頻度

標示する意味役割 位格tha?位 格k6?

場所

時間

着点

比較の基準

その他

総例数

76

288

7

60

25

456

404

23

29

0

0

456

この表から、このコーパスに現れる位格tha?は 時間を標示す る例が最 も多い ことが

分かる。一方、位格k6?は 場所 を標示す る例が最 も多い といえる。

なお、母語話者 の直観 による と、場所を標示す る位格tha?は 文語的である とい う。

コーパス中に場所を標示する位格tha?は76ト ークン出現するが、その うち36例 は以

下に示すよ うな文語的な祈 りの文 中で用いられていた。

(99)y6ηgoray十99sa真 」=tha??oη 十daη=ηa-?む?ga?.

allgod+COuP=LOCovercome+overcome=CONT-OPT

「何 事 も 神 様 の も と で 成 功 し ま す よ う に 」

以上の事実か ら、位格tha?は 典型的に時間 ・比較の基準を標示 し、一方、位格k6?

は典型的に場所 を標示す ると結論付けることができる。

16表 中 の 「そ の 他 」 はtha?を 用 い た イ デ ィ オ ム 的 表 現 に 見 られ るtha?の 例 を指 す
。 具 体 的

に は 、tha?lay=na(LocpassニsEQ)「 ～ を 除 い て 」、tha?khan=na(LocfbllowニsEQ)「 ～

に 従 っ て 」、tha?hga(Locmore.than)「 ～ に加 え て 」 の3タ イ プ の イ デ ィ オ ム が 見 られ た 。

一 方
、 位 格k6?を 用 い た イ デ ィ オ ム は 筆 者 の 把 握 す る範 囲 で は 確 認 され て い な い 。
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5.4位 格?も

位格 驚 は場所 ・時間を標示 し、もっぱら文語 で用い られる。 この形式 と位格k6?お

よび位格tha?の 相違は文体的な ものである。以下の例はニュース記事に出現する例で

ある。

(100)?anthemybn十m丘 η=?ら ηa-?ay?omy血 十ga=niyδ0

1PLBu㎜a+country=LOClive-NMLzrace+people=PLall

「我 々 ビ ル マ に 居 住 す る 民 族 は 皆 」

(101)m6y⑳ η=?とsam十m向jiηph6?=niOa-?aygora十khan=?と

long.agobefbre=LocShan+countryJingPho=PLlive-NMLzplace+vicinity=Loc

「昔 、 シ ャ ン 州 の ジ ン ポ ー 人 が 住 ん で い た 場 所 で 」

5.5向 格

以下の例 に示す とお り、向格db?は 着点 を標示す る17。

(102)gi=g6bむm十logo=db?yh?一?ay

3SG=TOPmountain+leg=ALLdescend-TAM

「彼 は 山 の 裾 へ 下 り た 」

(103)naOmyとn十m丘 η=db?sa=wa=na画 一say=?i.

2sGBu㎜a+country=ALLcomeニcoMEニNMLzbe.sure-TAMニQ

「あ な た が ビ ル マ へ 来 る の は 確 か で す か 」

(104)naU=ph6?i-dむ=ga-?ay=dさ?woysa=na=y6.

2SG=ACCNEG-arrive=ExP-NMLz=ALLtakego=FuT=SFP

「あ な た を 行 っ た こ と が な い と こ ろ へ 連 れ て 行 く よ 」

向格dる?の ほかに、着点を標示す る形式には5.1で 記述 した位格k6?や5.2で 記述

した位格tha?が ある。向格db?と 位格k6?の 違いは、着点に直接、有生物を取 りうる

17カ チ ン州 北部 域 に位 置 す るプ ー タオ 市(Putao)や マ チ ャ ンボ ー市(Machanbaw)で 話 され

るジ ン ポー 語 ドゥ レン方 言(Duleng)で は 向格 はd祝 で は な く、dai?と い う形 式 を用 い

る。dai?は 指示 詞dai「 それ 」に 由来す る と考 え られ 、本稿 で扱 う方 言 の 向格 曲?も 指示

詞 に 由来す る可能 性 が あ る。お そ ら く向格d㌍ は*dai>*dai?>d貿 とい う発 展 の プ ロ

セ ス を経 た もの と推測 され る。 音 節末 に声 門閉鎖 音 が生 じた 明確 な理 由 は不 明で あ るが 、

他 の格助 詞 も声 門 閉鎖音 を持 つ ことが多 い た め、そ の類 推 に よって 生 じた可 能性 が あ る。
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か否か とい う点である。以下の例に示す とお り、位格k6?は 移動の着点に有生物 を取

ることができるのに対 して、向格 曲?は 有生物 を取 ることができない。

(105)daynisora=k6?sa-?ay

todayteacherニLocgo-TAM

「今 日先 生 の と こ ろ へ 行 っ た 」(作 例)

(106)*daynisgra=dる?sa-?ay

todayteacher=ALLgo-TAM

「今 日先 生 の と こ ろへ 行 っ た 」

向 格dさ?が 有 生 物 を 着 点 と して 標 示 す る場 合 は 、 以 下 の とお り、有 生 物 名 詞 と 「後 」

を 意 味 す る 場 所 名 詞phaη を複 合 させ る こ とに よ っ て 有 生 物 を 場 所 化 す る必 要 が あ る 。

(107)daynisora十phaη=dも?sa-?ay

todayteacher+after=ALLgo-TAM

「今 日先 生 の と こ ろへ 行 っ た 」(作 例)

以 上 の とお り、 向 格dる?お よ び 位 格k6?は 有 生 物 を 着 点 と して 取 る こ と が 可 能 で あ

る が 、位 格tha?は い か な る場 合 で あ れ 、 有 生 物 を 着 点 と し て 取 る こ とが で き な い 。

(108)*daynis∈)ra=tha?sa-?ay

todayteacherニLocgo-TAM

「今 日先 生 の と こ ろ へ 行 っ た 」

(109)*daynisgra十phaη=tha?sa-?ay

todayteacher+after=Locgo-TAM

「今 日先 生 の と こ ろへ 行 っ た 」

向 格d貿 は 着 点 を標 示 す る ほ か に 、 以 下 の 例 に示 す よ う に 、 場 所 ・時 間 を標 示 す る

こ と も あ る 。 こ の 種 のdと?はphaη 「後 」、moga「 側 」、giηgan「 外 」 の よ うな 場 所 名 詞

やgona?「 夜 」、joph6t「 朝 」 の よ うな 時 間名 詞 の 後 に現 れ る こ とが 多 い 。

(llO)¢il〕gan=dさ?h-9∈)s丘P-?ay

outsideニALLNEG-play-TAM

「外 で 遊 ば な い 」

(lll)jgph6t=dる?i-lh-?aydayna?+moga=dる?=¢?1む 一?ay

moming=ALLNEG-be.able-TAMtonight+side=ALL=onlybe.able-TAM

「朝 は で き な い 。 今 夜 に な っ て よ う や く で き る 」
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5.6奪 格

起点は継起 「～ して」を表す接続助詞hnaと 同形式のhnaに よって標示 される。た

だ し、この形式のみによって起点が標示 され ることはほとん どな く、通常は位格や 向

格の後 にhnaを 付加 して起点が標示 され る。血aは 口語では しばしばnaと 発音 され、

また、位格k6?とhnaの 結合はk6nと 縮約 して発音 され ることがある。縮約形naは

6.2で 論 じる属格naと 同形にな るが、奪格naが 常にhnaと 交替可能であるのに対 し、

属格naは いかなる場合であれ、hnaで 言い換えることはできない。 したがって、この

ふたつのnaは 別 の形態素であると考 えなければならない。

(112)r丘 η=k6?=nawa=namowa十1aykasa¢orin-?aγ

ofnce=LOCニABLretum=SEQChinese+lettergostudy-TAM

「事 務 所 か ら 帰 っ て 中 国 語 を 勉 強 し に 行 っ た 」

(ll3)¢i?=?a?hgΦ=tha?=napru-?ayc6j丘 十ga=ni=?a?moj6

3SG.GEN=GENmouth=LOC=ABLcome.out-NMLzthanks+word=PL=GENbecause

「そ の 口 か ら 出 て 来 る 恵 み の 言 葉 に(感 嘆 し て)」(聖 書)

(114)ph6t十na?=dる?=nasa=na=η 血tsun=dat-?ay

tomorrow+night=ALL=ABLgo=FuT=QuoTsay=release-TAM

「明 日 の 夜 か ら(授 業 に)行 く と 言 っ た 」

5.7到 格

到格にはdむkhraが ある。 この形式 は動詞dむ 「着 く」 に接続助詞khra「 ～まで」を

付加 した形式に由来す る。 この表現にお ける動詞 曲 「着 く」には意味の抽象化が見 ら

れ、形態統語的 にもすでに動詞 としての性質を失 っている。例 えば、動詞dむ 「着 く」

は向格名詞句を取 りうるが到格dむkhraが 向格名詞句 を取ると非文になる。

(ll5)lgtsa=dむkhrathi-?h?.

100=LMTcount-IMP

「100ま で 数 え な さ い 」(作 例)

(116)*lc)tsa=dも?dh=khrathi-?む?.

100=ALLarrive=tillcount-IMP

「100ま で 数 え な さ い 」
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5.8対 格

以下の例 に示す とお り、対格ph6?は 移動の経路を標示することがある。

(117)gi?nO=g6daykha?=ph6?rap-?ay.

3SG.GENmotherニTOPthatriverニACCcross-TAM

「彼 の 母 は そ の 川 を 渡 っ た 」

(ll8)Uaydaybむm=ph6?mgsum十laη1両=ga-?ay

lSGthatmountain=ACCthree+timeclimb=ExP-TAM

「私はその山に三回上ったことがある」

この種の用法が可能であるのは移動動詞 の中でも始点 と終点の境界性 が明確である

移動動詞に限 られる。以下に示す例 は、始点 と終点の境界性 を持 たない移動動詞では

移動の経路に対格を付加することができないことを示 してい る。 この理 由はおそ らく、

境界性が明確 であるほうがよ り事象を客体化 しやすい ことによると思われ る。

(ll9)kha?=ph6?rap-?ay

water=ACCcross-TAM

「川 を 渡 っ た 」(作 例)

(120)bむm=ph6?1両 一?ay

mountain=ACCclimb-TAM

「山 に 登 っ た 」(作 例)

(121)ga十j∈)rit=ph6?lay-?ay

land+border=Accpass-TAM

「国 境 を 越 え た 」(作 例)

(122)*lam=ph6?khom-?ay

road=ACCwalk-TAM

「道 を 歩 い た 」

(123)*lam=ph6?gogat-?ay

road=ACCrun-TAM

「道 を 走 っ た 」
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(124)*lgmむ=ph6?pyen-?ay

sky=Accfiy-TAM

「空 を 飛 ん だ 」

5.9通 格

以下の例 に示す とお り、通格khuは 「～を通って、に従って」 とい う意味 を表す。

(125)moli?十kha?=g6myさn十m両dan=?a?go?aη=khul血y十khrat=ηa-?ay

Irrawaddy+river=TOPBurma+country=GENmiddle=PERHow+fall=CONT-TAM

「イ ラ ワ ジ 川 は ビ ル マ の 中 央 を 通 っ て 流 れ て い る 」

(126)p6y十lomaη=khugolo-?ay

艶stival+program=PERdo-TAM

「祭 りの プ ロ グ ラ ム に 従 っ て 行 っ た 」

ま た 、 こ の 形 式 は 「～ の よ うに 」 や 「～ 語 で 」 とい う意 味 を表 す こ と もで き る。

(127)gora=khudi?=na=ma.

how=PERdo=FuT=Q

「ど う し よ う 」

(128)day=khugol6yh-tsun-?ay

that=PERwhenNEG-say-TAM

「(ジ ン ポ ー 語 で は)そ の よ う に は 決 し て 言 わ な い 」

(129)jiηph6?=khu=96manmo加 一?ay

JingPho=PER=TOPBhamosay-TAM

「(バモ ー の こ と を)ジ ン ポ ー 語 で は マ ン モ ー と い う」

5.10絶 対 格

以下に例示す るとお り、移動の着点は向格や位格を伴わず絶対格で現れ るこ ともあ

る。 なお、絶対格が起点を表すことはあ りえない。

(130)Uay=maggnaw=ni=thる?n6?k血?十j6Usa-?ay

lSG=alsoyoungeLbrother=PL=COMworship+schoolgo-TAM

「私 も 弟 た ち と 教 会 へ 行 っ た 」

ま た 、 「今 」、 「今 日 」、 「昨 日 」 の よ う な 時 間 名 詞 は 必 ず 絶 対 格 で 現 れ る 。
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(131)ya?bUηligglo=ηtLt-say

nowworkdo=finish-TAM

「今 も う 仕 事 を し 終 わ っ た 」

(132)daynigora=dぞ)?h-sa-?ay=?i.

todaywhere=ALLNEG-go-TAMニQ

「今 日 は ど こ に も 行 き ま せ ん で し た か 」

6そ の 他 の 格 標 示 形 式

本節では上述 していない格標示形式 を取 り扱 う。具体的には、絶対格 ・属格 ・共格

を記述 し、最後に助詞 と名詞の性質を併せ持つ格名詞を取 り扱 う。

6.1絶 対 格

上 述 したS/A/P、 移 動 の 着 点 、 時 間 名 詞 の ほ か に 、 次 の よ う な名 詞 句 も絶 対 格 で 現

れ る。

コ ピ ュ ラ 補 語

コ ピ ュ ラ に は 否 定 辞 を 付 加 す る こ とが で き る た め 、 本 稿 の 定 義 で は コ ピ ュ ラ の 語 類

は 動 詞 で あ る 。 コ ピ ュ ラ 動 詞 は コ ピ ュ ラ 主 語 と コ ピ ュ ラ 補 語 の2つ の 項 を 取 る 動 詞 で

あ る が 、 以 下 の 例 に 示 す とお り、 こ の コ ピ ュ ラ 補 語 は 必 ず 絶 対 格 で 現 れ る 。

(133)gi=96mowa十monaηre.

3SGニTOPChinese+」[hendCOP

「彼 は 中 国 人 の 友 達 で す 」

(134)ηay=96mah-re=96.

1SG=TOPchildNEG-COP=SFP

「私 は 子 供 で は な い よ 」

(135)βi=96sgra=mare.

3SG=TOPteacher=alsoCOP

「彼 は 先 生 で も あ りま す 」

数 量 名 詞 句

次 に 示 す よ うに 事 象 の 期 間 や 回 数 を 表 す 数 量 名 詞 句 は 絶 対 格 で 現 れ る。
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(136)r丘 η=g6bat十mipat=da-?ay

ofnce=Topweek+oneclose=REsL-TAM

「事 務 所 は 一 週 間 閉 め て あ る 」

(137)Oaynとt十seOmosum十laηsa-?ay

lSGnet+shopthree+timecome-TAM

「私 は ネ ッ トカ フ ェ に 三 回 来 た 」

呼びかけの対象

呼びかけの対象は必ず絶対格で現れる。

(138)?∈)baηay=ph6?jopan=khugoga=ya-rit=y6.

elderbrotherlSG=ACCJapan=PERspeak=BEN-IMP=SFP

「お 兄 さ ん 、 私 に 日本 語 で 話 し て く だ さ い よ 」

6.2属 格

所有構 造において所有者 を標示す る格助詞 には?a?とnaの2つ の形 式が認 め ら

れ る18。両者の相違点は前者が文語的であるのに対 して後者 が 口語的であ るとい う文

体的な違 いで あり、若年層話者 は 口語ではもっぱ ら属格naを 用い る。一方 、物語や

ニュース記事などの文語体の文では属格?a?が 基本 であ り、属格naが 用い られること

はほ とん どない。以下に属格の例 をそれぞれ挙げる。

(139)monaη=nami?十sさtkhriOφp=nagoyさt=da-?ay

丘iend=GENeye+wearwhileborrow=SEQtake=RESL-TAM

「友 達 の 眼 鏡 を 少 し 借 り て(こ の 写 真 を)撮 っ て あ る 」

(140)Oay=na?on血=nagonaw=nagogare.

1sG=GENmother=GENyoungeLbrother=GENchildcop

「私 の 母 の 弟 の 子 供 だ 」

18Matisoff(1972)は チベ ッ ト ・ビル マ語 派諸 語 にお いて しば しば名 詞 節標 識 ・関係 節標 識 ・

属格 標識 の`syncretism'が 観 察 され るこ とを述 べ、ジ ンポー 語 にお いて も名詞 節標 識 と関

係 節 標識 の`syncretism'が 見 られ 、また 、ジ ンポー語 の属 格?a?も 名詞 節 ・関係節 標識 で

あ る?ayと 歴 史 的 な関係 を持 つ で あ ろ うと指 摘 してい る(p.256)。Matisoff(1972)は 属格

naに 関 して は触 れ て いな い が、 ジ ンポ ー語 には未 来 ・不確 定 の出来 事 を名 詞節 化 ・関係

節化 す る名詞 節 ・関係 節標 識 にnaと い う形 式 があ り、属格naも この標 識 と歴 史 的関連 を

持つ の で はな いか と推測 され る。
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(141)99ray十99saη=?a?maw十pha十?9m丘=?a?mgj6

god+COuP=GENwonderfUl+what+work=GENbecause

「神 の 御 業 の た め に(我 々 は 恩 寵 を被 る こ と が で き る)」(ニ ュ ー ス 記 事)

(142)m血Okan=?a?加y十pyosim十sa?十lam=ph6?

worldニGENbe.gentle+be.hapPybe.quiet+rest+way=ACC

「世 界 の 穏 や か な 平 和 を(構 築 す る こ と が で き る)」(ニ ュ ー ス記 事)

このような属格の分布 を考慮す ると、本来の属格 は?a?で あったが、次第 に属格na

が使用範囲を拡大 してきているのではないかと思 われる。興味深 いことに中国のジン

ポー語方言では属格?a?が 基本であ り、属格naは 従属部名詞が場所 ・時間の場合 に限

られるようである(戴 ・徐1992:262)。 一方、イン ドに分布するジンポー語に系統上近

い言語であるシンポー語(Singpho)で は、属格はnaa3の 一種のみである(Morey2010:

360-2)19。 このように、西に移 るにつれて属格naの 勢力が拡大 してい く様子 を見て取

ることができる。

なお、以下の例 に示す とお り、属格naは 位格や 向格 の後に付加 され、後続する名詞

を修飾す るこ とがある。一方、属格?a?に はこの用法が見 られ ない。 この例は、本稿

で扱 うビルマのジンポー語でも、限定的ではあるが、属格naが 場所の従属部名詞 に限

り付加 され ることを示 している。

(143)r丘 η=k6?=namonaO=ni=g6ηay=ph6?graymoni=ya-?ay

ofHceニLocニGENfhendニPLニToPlsGニAccverysmileニBEN-TAM

「事 務 所 の 友 だ ち は 私 を と て も 笑 っ た 」

(144)tham十moUa=tha?=natham十mi

time+five=LOC=GENtime+one

「五 分 の 一 」(作 例)

(145)¢anthe=namoga=dも?=nan6?k丘?十j6η=k6?¢at十hnan十ga十p6ysa-?ay

3PLニGENsideニALLニGENworship+schoolニLOCrice+new+eat+fbstivalgo-TAM

「彼 ら の 側 の 教 会 に 収 穫 感 謝 祭 に 行 っ た 」

19こ の ほか に も シ ンポ ー語 とジ ンポ ー語 とで は格 助 詞 の形 式 が大 き く異 な る
。 例 えば 、 シ

ンポー語 には動 作 主 を標 示 す るii3と い う形式 が認 め られ るが、本 稿 で扱 うジ ンポー語 に

この形 式 は観 察 され ない 。 ほか に もシ ンポ ー語 の位 格 に はau2お よびgoi3と い う形 式 が

見 られ るが 、 ジ ンポ ー語 の位 格 に この よ うな形 式 は認 め られ な い。 な お 、Morey(2010)

の表 記 で は1はlowtone、2はhightone、3はmidtoneを 表 す。
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6.3人 称 代 名 詞 単 数 属 格 形

人 称 代 名 詞 単 数 に は 独 自 の 属 格 形 が あ る20。 一 方 、 人 称 代 名 詞 双 数 お よ び 複 数 は 固

有 の 属 格 形 を持 た な い 。 人 称 代 名 詞 の パ ラ ダ イ ム を 次 表 に掲 げ る 。

表6人 称 代名 詞

SGDUPL

NOMGEN

lstηayny6??an?anthe

2ndnaηna?nannanthe

3rdgiβi?βanβanthe

人 称 代 名 詞 単 数 属 格 形 の 例 を以 下 に 示 す 。

(146)ny6?nn=ph6?=mUηn6?yu=ra-?ay

lSG.GENmother=ACC=alsostilllook=OBLG-TAM

「私 の 母 も ま だ 世 話 を しな けれ ば な ら な い 」

(147)na?nO=9690ja-?ay=?i.

2SG.GENmotherニTOPbe.good-TAMニSFP

「あ な た の 母 は 元 気 で す か 」

(148)¢i?n{1=g6gi=ph6?ts6?十ra?一?aγ

3SG.GENmother=TOP3SG=ACClove+like-TAM

「彼 の 母 は 彼 を愛 し て い る 」

人 称 代 名 詞 双 数 お よ び 複 数 は 固 有 の 属 格 形 を持 た な い た め 、 以 下 に 示 す とお り、 名

詞 修 飾 時 に は 属 格 の 格 助 詞 が 用 い られ る。

(149)gan=namonaη

3DU=GEN食iend

「彼 らふ た りの 友 だ ち 」(作 例)

20これ らの形式は全て声門閉鎖音で閉じられてお り
、歴史的には人称代名詞単数主格形 と

属格?a?の 縮約から生じた可能性が高い。
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(150)βanthe=nahs6n=ph6?rim=na君 α4∫o=k6?βgpoi=nare.

3PL=GENvoice=ACCcatch=SEQradio=LOCscatter=NMLzCOP

「彼 ら の 音 声 を録 音 して ラ ジ オ で 流 す の だ 」

な お 、 人 称 代 名 詞 単 数 属 格 形 に さ らに 属 格 の 格 助 詞 を 付 加 す る こ と も可 能 で あ る 。

こ れ ら の 例 と属 格 の 格 助 詞 を用 い な い 例 と の 意 味 的 相 違 は い ま だ 明 らか で は な い 。 今

後 の 課 題 と し た い 。

(151)ny6?=nagophむ=mむ ηmori-?ay=da?.

1SG.GEN=GENeldeLbrother=alsobuy-TAM=HS

「私 の 兄 も 買 っ た そ う だ 」

(152)na?=nashmlagraytsδm=ηa-?ay

2SG.GEN=GENpictureverybe.beautifUl=CONT-TAM

「あ な た の 写 真 は 美 し い 」

(153)gi?=nagoga=ni=m畑naη=thる?¢oga=moyu-?ay=da?.

3SG.GEN=GENchild=PLニalso2SG=COMtalk=want-TAM=HS

「彼 の 子 供 も あ な た と 話 が し た い そ う だ 」

(154)wa=?さny6?=?a?sak十prat十khr丘m十lam=tha?=m畑

魚ther=SFPlSG.GEN=GENlifb+lifb+meet+way=LOC=also

「神 よ 、 私 の 人 生 に お い て も(導 く 人 に な っ て く だ さ い)」

(155)na?=?a?ntsagoray十gosaηgoman=ya-?h?ga?.

2SG.GEN=GENupongod+COuPbless=BEN-OPT

「あ な た に 神 の 恵 み あ れ 」

(156)gi?=?a?day十d6?十b丘ga=g6manmore.

3SG.GEN=GENnavel+cut+homeland=TOPBhamoCOP

「彼 の 故 郷 は バ モ ー で あ る 」(ニ ュ ー ス 記 事)

6.4共 格

thb?と い う形式は、相互行為の相手、随伴者 ・付帯物、道具 ・手段、素材、様態、原

因、列挙物な ど多様 な意味を表す名 詞句 を標示する。本稿 ではこの形式thと?を 共格

(comitative)と 呼ぶ。以下では、それぞれの意味を表す名詞句を標示する共格の例 を順

に記述する。
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相互行為の相手

(157)兀 〕ay=g6?∈)n血=thら?gal6?=khat-?ay

lSG=TOPmother=COMwordbe.many=RECP-TAM

「私 は 母 と 喧 嘩 し た 」

(158)gonaw=thさ?h-1むkhr丘mgoga-?aygrayna?-say

youngerbrother=coMNEG-be.ablemeettalk-NMLzverypass-TAM

「も うず い ぶ ん 弟 と 会 っ て 話 せ て い な い 」

随 伴 者 ・付 帯 物

(159)ηay=magonaw=ni=thさ?n6?k丘?十j6ηsa-?aγ

lsG=alsoyoungeLbrother=PL=coMworship+schoolgo-TAM

「私 も 弟 た ち と 教 会 へ 行 っ た 」

以下の例に示す とお り、付帯物は共格を伴って主要部名詞 を修飾す ることがある21。

(160)mi?十sさt=thる?laloηay

eye+wear=COMmanone

「眼鏡 を か け た 男 が ひ と り」(作 例)

道 具 ・手 段

(161)βiηna=thる?khan?gdむpsat=kaw-?ay.

stick=COMfbllowbeatkill=throw.away-TAM

「つ い て 行 っ て 棒 で 殴 っ て 殺 し た 」

(162)ph6t十na?hbu真 〕十li=thb?yangondむ=na

tomorrow+nightwind+boat=COMYangonarrive=FuT

「明 日 の 夜 、 飛 行 機 で ヤ ン ゴ ン に 着 く 」

素 材

(163)ndaypola=ni=ph6?=g6kowa=thも?golo-?aγ

thisarrow=PL=ACC=TOPbomboo=COMmake-TAM

「こ の 矢 は 竹 で 作 ら れ て い る 」

21共 格 の この用 法 は
、同 系言 語 で あ る ビル マ語 や ボー ・カ レン語(カ レン語 群:ビ ル マ 、 タ

イ)に も観察 され る(岡 野2010:258,加 藤2010:321-2)。
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様態

(164)hs6ngoba=thb??oja?wamor6n+jothaw-?ay.

voicebig=COMhardshout+shout-TAM

「大 声 で 強 く 叫 ん だ 」

(165)monaη=nil6?16?=thさ?IUgolo-?ay

丘iend=PLmany=coMbe.abledo-TAM

「友 達 た く さ ん と す る こ と が で き た 」

原因

(166)ndaymora=thさ?¢i=ph6?thoηjokhrat-?ay

thiscrimeニcoM3sG=AccjaildroP-TAM

「こ の 罪 で 彼 を 投 獄 し た 」

列挙物

(167)ηayraw=yaηlayka=thさ?s血mlagog丘n=ya=na=y6.

lsGbe.丘ee=ifletter=coMpicturesendニBEN=FuTニsFP

「私 が 暇 な ら 手 紙 と 写 真 を 送 っ て あ げ る ね 」

(168)?gn血=thる??gwa=ph6?ggbu=gg加n=mgyu-?ay

mother=COMfather=ACCbe.glad=CAuS=want-TAM

「母 と 父 を 喜 ば せ た い 」

継起

以下の例 に示す ように、

される。

共格thも?が名詞節に付加 されると継起を表す従属節が形成

(169)shmlamh-?ay=thさ?graygobu=nac6j丘=mad丘m-?ay=y6.

picturesee-NMLzニcoMverybe.glad=sEQgrace=alsofbel-TAMニsFP

「写 真 を 見 て と て も 嬉 し く感 謝 も し て い る よ 」

(170)βona?jandむ 一?ay=thる?ggday=mhηi-khom-say

nightsunarrive-NMLz=COMwho=alsoNEG-walk-TAM

「夜 日 が 暮 れ て 誰 も(外 を)歩 か な く な っ た 」
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6.5格 名 詞

本稿では、motu「 ために」(目的 ・利益)、molay「 代わ りに」、moj6「 ために」(原因 ・

理 由)、z6n「 よ うに」の4つ の形式 を格名詞 と呼ぶ22。 格名詞は助詞 の性質 と名詞 の

性質を併せ持つ形式である。格名詞 はそれ 自体で文を成 さない点で助詞 と共通 した性

質 を示すが、属格標示 を伴 った従属部名詞によって修飾 され る点では名詞 と共通す る。

この後者 の性質 を重視 し、本稿 では格名詞 を名詞の下位類に位置づける。

6.5.1motu

格 名 詞motuは 目的 ・利 益 「～ の た め に 」の 意 味 を表 す(171)。 ま た 、 こ の 形 式 は 「～

に と っ て 」 と い う意 味 を 表 す 際 に も用 い られ る(172)。

(171)mi?=namotu=matsiga-?む?=y6.

eye=GENfbr=alsomedicineeat-IMP=SFP

「目 の た め に も 薬 を 飲 み な さ い よ 」

(172)naO=g6ηay=namotu=g6gophhre=y6.

2SGニTOPlSG=GENfbr=TOPeldeLbrotherCOPニSFP

「あ な た は 私 に とっ て は 兄 で す よ 」

以 下 の 例 に 示 す とお り、 こ の 形 式 に 先 行 す る従 属 部 名 詞 は 必 ず 属 格 を 伴 わ な けれ ば

な ら な い 。

(173)*mi?motu=matsi¢a-?む?=y6.

eyefbr=alsomedicineeat-IMP=sFP

「目 の た め に も 薬 を 飲 み な さ い よ 」

(174)*naO=g6ηaymotu=g6gophむre=y6.

2SG=TOPISGfbr=TOPeldeLbrotherCOP=SFP

「あ な た は 私 に とっ て は 兄 で す よ 」

格 名 詞motuは 名 詞 節(関 係 節)に よ る修 飾 を受 け る こ と も で き る23。 こ の 性 質 も格

助 詞 に は な い 性 質 で あ る 。

22格 名 詞 とい う用語 の初 出 は澤 田(1999)で あ る
。

23ジ ン ポー 語 で は名 詞節 標 識 と関係 節標 識 は同形 式 で あ る
。本 稿 で は 、 関係 節 は名 詞節 と

主名 詞 の 並列Guxtaposition)で あ る と分析 し、 関係 節 に はNMLzと い うグ ロス を付 して

い る。
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(175)laykasaggrin=namgtulgjaη=加t-say

lettergostudy=NMLzfbrprepare=finish-TAM

「行 っ て 勉 強 す る た め に も う準 備 が で き た 」

(176)gi=g6ηay=ph6?kh如ran=namotutsun-?a}孔

3SGニTOPlSG=ACCmarry=NMLzfbrsay-TAM

「彼 は 私 に 結 婚 す る よ う に 言 っ た 」

6.5.2molay

格 名 詞molayは 「～ の 代 わ り に」 とい う意 味 を 表 す 。(178)に 示 す とお り、 こ の 形 式

も 属 格 を伴 っ た名 詞 に よ っ て 修 飾 され な け れ ば な らな い 。

(177)ηay=namolaypyo=wa-?h?=y6.

1SG=GENinsteadbe.hapPy=COME-IMP=SFP

「私 の 代 わ り に 楽 し ん で 来 て ね 」

(178)*Oaymolaypyo=wa-?h?=y6.

1SGinsteadbe.hapPy=COME-IMP=SFP

「私 の 代 わ り に楽 し ん で 来 て ね 」

格 名 詞molayも 名 詞 節(関 係 節)に よ る修 飾 を 受 け る こ とが で き る。

(179)giηganpru=namolay丘ta=k6?ηa-?ay

outsidego.out=NMLzinsteadhouse=LOCbe-TAM

「外 に 出 る 代 わ り に 家 に い た 」(作 例)

6.5.3mqi6

格名詞moj6は 原因 ・理 由 「～のために」を表す。(180)の 例に示す とお り、この形

式 を修飾する名詞 は属格 を伴 って現れ うる。 ただ し、前述 した2つ の格名詞 とは異な

り、(181)の 例 に示す とお り、従属部名詞 が属格を伴わず とも非文にはな らない。

(180)kh両ran十p6y=namoj6bむUlikin=to-?ay

marry+fbstival=GENbecauseworkbe.busy=CONT-TAM

「結 婚 式 の た め に 忙 し い 」

(181)khhηran十p6ymoj6b両likin=to-?ay

marry+fbstivalbecauseworkbe.busy=CONT-TAM

「結 婚 式 の た め に 忙 し い 」(作 例)
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格名詞moj6も 名詞節(関 係節)に よる修飾 を受 けることができる。

(182)ga=yaηbomoci?一?aymoj6nawi-ga-?ay

eat=ifheadache-NMLzbecausetooNEG-eat-TAM

「(揚 げ 物 を)食 べ る と頭 が 痛 く な る の で あ ま り食 べ な い 」

6.5.4z6n

格名詞z6nは 様子 「～のよ うに」を表す。(183)の 例に示す とお り、他の格名詞 と同

様、 この形式 を修飾す る名詞は属格 を伴 って現れ る。ただ し、6.5.3で 記述 したmoj6

「～のために」 と同様 、従属部名詞が属格を伴わず とも非文にはな らない。(184)の 例

に示す とお りである。

(183)Oay=magi?=naz6ngraybin=moyu-?ay

lSG=also3SG.GEN=GENlikeverybecome=want-TAM

「私 も 彼 の よ う に と て も な り た い 」

(184)dayma=ph6?gi?go¢az6nbaw十moka=da-?ay=da?.

thatchildニAcc3sG.GENchildliketake.care.of+take.care.of≧REsL-TAMニHs

「そ の 子 供 を彼 の 子 供 の よ うに 育 て て お い た そ うだ 」

他 の 格 名 詞 同 様 、 格 名 詞z6nも 名 詞 節(関 係 節)に よ る修 飾 を 受 け る こ と が で き る。

(185)¢igolo-?ayz6ngolo=na=y6.

3sGdo-NMLzlikedoニFuTニsFP

「彼 が や っ た よ う に や り ま す ね 」

7ま とめ

本稿 ではジンポー語の格を対象 にその記述 と考察を行 った。3節 では格 を定義 し、

ジンポー語の格標示形式の 目録お よび概要を提示 した。4節 ではS/A/Pを 標示す る形

式 を記述 し、特に対格標識が生起す る条件 を考察 した。その結果、対格の機能にはA

とPを 差異化す る機能およびPを 明示化する機能が認 め られ ることが判 明した。5節

では場所的な意味役割を表す名詞句を標示す る形式に関 して述べた。特に位格 にい く

つかの形式が観察 され ることを述べ、それ らの相違を考察 した。 その結果、位格k6?

と位格tha?に は分布 が重な りあ う部分があるものの、量的側面か らは相違が観察 さ

れ、位格k6?は 典型的に場所 を標示 し、一方、位格tha?は 典型的に時間を標示す るこ

とが判明 した。6節 では絶対格 ・属格 ・共格 を記述 し、また、助詞 と名詞の性質を併せ

持つ格標示形式である格名詞に関して記述 した。
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記 号 ・略号 一覧

一接 辞 境 界;一 接 語 境 界;+語 根 境 界;1一 人 称;2二 人 称;3三 人 称;ABL奪 格;ACC対 格;

ALL向 格;APPL適 用;BEN受 益;cAus使 役;cLF類 別 詞;coM共 格;coNT継 続;coP

コ ピ ュ ラ;COUP対 語;DEM指 示 詞;DU双 数;EXP経 験;FUT未 来;GEN属 格;HORT勧

誘;HS伝 聞;IMp命 令;LMT到 格;LOC位 格;NEG否 定;NMLZ名 詞 節 標 識;NUM数 詞;

OBLG義 務;OPT希 求;PER通 格;PL複 数;PROH禁 止;PSN人 名;Q疑 問;QuOT引 用;

RECP相 互;REL関 係 節;RESL結 果;SEQ継 起;SFP文 末 助 詞;SG単 数;TOP主 題;TAM
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Case Marking in Jingpho

Keita KURABE

Abstract

The Jingpho or Kachin language is a Tibeto-Burman language spoken in Kachin State
and northern Shan State, Burma and adjacent areas of China and India.

This paper, based on data from a 320-thousand-word corpus of Jingpho which I com-
piled, provides a description and analysis of the case marking system of Jingpho. An
overview and list of case markers are given in section 3. Section 4 discusses case markers
for S (intransitive subject), A (transitive subject), and P (transitive object), and claims
that the main function of the accusative marker is to distinguish P from A or to mark P
explicitly. In section 5, various case markers which mark local semantic roles (locative,
source and goal roles) are shown in some detail. Using concordance lines obtained from
my corpus, I quantitatively analyse the difference between the two locative markers, kóP

and thàP, and demonstrate that kóP typically marks spaces while thàP typically marks
time, although both of them can mark spaces and time. The genitive case and genitive
personal pronouns are discussed in section 6, followed by a description of the comita-
tive marker which marks various kinds of semantic roles. Finally, nouns which function
as case markers (i.e., m@tu ‘for’, m@láy ‘instead’, m@jò ‘because’, and zòn ‘like’, ) are
discussed in some detail.
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